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 ヽ

例

言

一
、
本
目
録
は
、
大
正
五
年
本
堂
重
建
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
二
十
五
年
間
、
本
堂
に
於
て
購
求
し
、
又
は
諸
家
よ
り

寄
贈
せ
ら
れ
た
る
奮
書
堂
先
賢
の
著
述
を
姦
に
一
括
し
て
、
以
て
共
の
書
目
を
掲
げ
、
卿
か
共
の
内
容
に
就
て
小

解
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
昨
年
中
井
家
よ
り
寄
進
せ
ら
れ
た
る
懐
徳
堂
及
び
水
哉
館
の
遺
書
と
重
複
す
る
も
の
あ
る
は
、
懐
猿
第
十
七
腕

附
録
遺
書
目
蓉
看
の
旨
を
記
し
て
多
く
省
略
に
従
ふ
た
。
而
し
て
本
目
録
に
は
盤
に
伊
藤
家
よ
り
寄
贈
せ
ら
れ
た

る
五
十
餘
期
を
姦
に
牧
め
た
、
有
不
為
齋
本
と
あ
る
の
は
郎
ち
是
れ
で
あ
る
、
北
へ
の
他
諸
家
よ
り
寄
贈
を
受
け
た

る
も
の
も
、
そ
れ

I
＼
明
記
し
て
置
い
た
、
此
の
機
會
に
於
て
寄
贈
者
に
到
し
改
め
て
戚
謝
の
意
を
表
す
る
次
第

一
、
害
堂
先
賢
中
、
創
立
常
時
の
講
師
た
り
し
伊
藤
東
臣
、
並
河
誠
所
、
三
輪
執
齋
一
―
―
先
生
の
如
き
は
、
何
れ
も
共
の

名
高
く
著
述
も
多
い
が
、
た
ゞ
臨
時
に
出
講
せ
ら
れ
た
る
人
々
で
あ
る
か
ら
、
今
は
此
虞
に
牧
む
る
事
を
省
略
し

た
。
ま
た
門
人
中
で
地
方
の
藩
儒
に
な
っ
た
脇
愚
山
、
岩
村
南
里
、
丸
川
松
陰
、
佐
藤
一
齋
諸
先
生
の
如
き
は
是

れ
亦
有
名
な
人
々
で
あ
る
が
、
大
阪
の
文
数
に
縁
が
薄
い
か
ら
今
回
は
省
く
事
に
し
た
。
而
し
て
大
阪
若
く
は
共

の
附
近
に
住
し
た
人
で
、
嘗
時
は
共
の
名
聞
ゆ
る
も
今
日
は
已
に
不
聞
の
學
者
と
な
り
、
共
の
著
述
も
亦
散
亡
し

で
あ
る
。

例

言



昭

和

十

六

年

九

月

で
あ
る
。

例

言

吉

田

鋭

雄

敬

識

て
、
存
否
明
か
な
ら
ざ
る
も
の
が
頗
る
多
い
、
因
て
先
づ
以
て
共
等
を
捜
訪
蒐
集
し
て
、
以
て
閾
幽
顕
徴
の
賓
を

揚
ぐ
る
が
後
人
の
義
務
と
考
へ
た
の
で
、
姦
に
共
の
目
録
を
作
る
事
に
し
た
、
固
よ
り
共
の
牧
蔵
す
る
所
未
だ
共

の
半
ば
に
も
逹
せ
ぬ
、
将
来
一
層
此
の
方
面
に
意
を
注
ぎ
た
い
と
思
ふ
、
偏
に
大
方
諸
彦
の
御
援
助
を
希
ふ
次
第



四 写

紙
年
先
生
論
孟
首
章
講
義

三
宅
石
惹
先
生
の
講
義
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
、
明
治
四
十
四
年
十
月
懐
穏
堂
記
念
會
に
於
て
印
行
せ
る

「
懐
猿
堂
遺
書
」
中
、
「
慎
徳
堂
五
稲
」
一
冊
の
内
に
牧
む
、
懐
徳
第
十
七
琥
附
録
遺
書
目
「
一
七
’
]
参
看
゜

附
、
中
庸
錯
簡
説

第
十
七
腕
遺
書
目
「
一
九
、
ニ
―
」
翠
看
。

萬
年
先
生
逍
墨
帖

阻

頭

楊

柳

枝

帖

一
帖
（
函
入
）

右
は
大
正
六
年
五
月
、
中
井
黄
裳
先
生
が
こ
れ
を
書
驚
骨
董
維
誌
社
よ
り
獲
て
本
堂
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
函
蓋
襄
に
同
先
生
の
識
語
が
あ
る
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
此
の
帖
は
萬
年
先
生
が
曾
て
讃
岐
に
居
ら
れ
た

時
に
任
意
手
寓
せ
ら
れ
た
も
の
を
門
弟
子
が
牧
輯
糊
繕
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
で
、
帖
中
載
す
る
所
歌

文
雑
記
共
に
二
十
有
―
―
一
紙
を
牧
め
て
あ
る
、
先
生
の
遺
墨
存
す
る
も
の
窒
々
た
る
今
日
誠
に
賓
重
す
べ
き
も

の
ヽ
一
で
あ
る
。
（
第
十
八
琥
附
録
石
惹
先
生
遺
稿
蓼
看
。
）

石
惹
先
生
書

有
不
為
齋
奮
蔵
に
係
る
、
竪
一
尺
九
分
、
横
四
寸
、
正
楷
に
て
五
絶
一
首
を
書
す
、
富
永
芳
春
の
子
荒
木
蘭

懐
繍
堂
先
賢
著
述
書
目

懐
徳
堂
考
定
中
庸

石
惹
先
生
考
定

竹
山
先
生
編
館
書

噌
鱈
懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

h
 

一
庫

墨

本

一

帖 冊

＇ 



． /‘ ユ

監

゜本四
紫

畑

懐
猿
堂
先
賢
著
述
書
目

書 帖

五
冊

拓

本

一

帖

泉
に
書
き
典
へ
た
も
の
な
る
事
、
共
の
子
梅
間
の
奥
書
せ
る
左
の
識
語
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

0

0

 

先
考
餡
鰍
蚤
入
學
校
學
於
萬
年
先
生
餘
閑
請
學
書
先
生
日
楷
正
也
以
時
習
而
可
也
廼
一
過
而
見
恵
焉
此

帖
即
是
也
後
門
弟
子
荒
木
彬
謹
識

石
葉
先
生
書

唐
詩
十
九
首
を
草
書
に
て
寓
し
た
も
の
（
別
項
石
惹
蘭
洲
張
交
屏
風
参
看
）
を
双
鉤
填
墨
し
て
板
に
上
せ
、

こ
れ
を
拓
本
に
し
た
も
の
で
、
共
の
板
木
は
今
現
に
中
井
黄
裳
先
生
の
許
に
あ
る
、
奥
書
に
共
の
子
春
棲
先

生
明
和
元
年
作
る
所
の
跛
が
附
し
て
あ
る
、
そ
れ
に
よ
る
と
石
惹
先
生
の
揮
寓
し
た
も
の
多
く
あ
っ
た
が
、

子
弟
皆
こ
れ
を
採
取
し
て
今
存
す
る
を
得
る
も
の
、
僅
に
此
の
絶
句
十
九
首
の
み
、
間
々
人
が
之
を
蒐
輯
し

て
以
て
永
久
の
偲
を
謀
る
の
で
、
こ
ヽ
に
先
生
歿
後
一
二
十
五
年
に
上
刻
し
た
旨
を
記
し
て
あ
る
、
紫
姻
帖
の

名
は
、
最
初
の
一
紙
に
「
紫
煩
衣
上
繍
春
雲
」
云
々
と
あ
る
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
共
の
題
箋
は
竹
山
先
生

の
筆
に
成
る
、
竪
一
尺
二
寸
、
横
一
尺
六
寸
三
分
。

永
日
堂
（
三
宅
春
棲
先
生
）
詰

亨
和
三
年
十
月
大
阪
河
内
堂
の
搬
梓
に
係
る
、
永
日
堂
と
は
三
宅
春
棲
先
生
の
齋
名
で
あ
る
、
懐
穂
堂
考
に

云
ふ
、
「
竹
山
答
頼
千
秋
書
に
櫨
れ
ば
、
四
書
五
痙
の
懐
徳
堂
黙
を
批
に
布
か
ん
と
し
て
、
四
書
は
長
者
な
る

春
棲
に
譲
り
し
が
、
意
に
満
た
ざ
る
慮
も
あ
れ
ど
、
大
意
は
異
ら
ず
と
云
へ
り
、
為
＞
口
所
＞
口
の
奮
貼
を
為
二

□所
p

口
と
改
め
た
る
を
初
め
、
共
の
他
特
色
多
し
、
一
齋
貼
は
春
棲
期
に
本
く
と
も
云
へ
り
」
と
あ
っ
て
、



春

棲

先

生

書

帖

有
不
為
齋
の
奮
蔵
に
係
る
、
唐
詩
五
絶
（
趙
氏
連
城
璧
、
此
地
別
燕
丹
、
漢
庭
榮
巧
官
）
三
首
を
正
楷
に
て

大
書
し
た
も
の
で
、
習
字
手
本
で
あ
る
、
落
款
は
な
い
、
竪
八
寸
、
横
四
寸
四
分
。

逍

澄

寺

鐘

銘

批
博
小
野
逍
風
書

三
宅
春
棲
、
土
橋
良
慶
等
模
刻

芳
野
の
西
北
三
里
許
り
の
榮
山
寺
に
在
る
鐘
は
、
原
と
山
城
深
草
の
里
道
澄
寺
の
物
で
、
故
あ
っ
て
此
慮
に

あ
る
が
、
共
の
銘
は
小
野
道
風
の
害
と
相
博
へ
て
居
る
、
そ
れ
を
延
亨
年
間
に
蘭
洲
先
生
の
友
人
土
橋
良
慶

（
平
野
人
）
が
共
の
寺
に
遊
ん
で
、
偶
こ
れ
を
見
て
大
に
之
を
奇
と
し
、
三
宅
春
棲
先
生
等
と
相
謀
つ
て
之
を

拓
本
に
し
て
持
蹄
り
、
更
に
寛
延
一
一
年
に
至
り
之
を
板
に
刻
し
て
懐
徳
堂
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
、

今
此
の
板
木
は
中
井
黄
裳
先
生
の
許
に
賓
重
さ
れ
て
居
る
、
奥
書
に
中
井
梵
惹
、
五
井
蘭
洲
雨
先
生
の
跛
が

附
し
て
あ
る
、
竪
一
尺
九
分
、
横
六
寸
、
題
箋
は
竹
山
先
生
の
筆
に
成
る
、
（
甍
惹
先
生
の
跛
は
本
琥
附
録

遺
稿
中
に
牧
む
。
）゚

右
は
竹
山
先
生
の
非
徴
と
共
に
明
和
四
年
甲
辰
大
阪
書
舗
文
海
堂
及
び
蔵
六
館
よ
り
板
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
、
扉
の
題
篠
は
中
井
履
軒
先
生
の
筆
と
見
ゆ
、
巻
首
に
竹
山
先
生
の
筆
に
成
る
明
和
三
年
所
作
の
序
が
あ

懐
微
堂
先
賢
著
述
書
目

九

犀

非

物

ク、 七

篇

t
 

五
井
蘭
洲
先
生
撰

竹
山
先
生
學
主
の
時
に
新
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
巻
六
冊

拓
本
一
帖 h

 

一
庫



1
0
 

是
の
書
原
本
は
散
侠
し
て
遺
書
中
に
存
し
な
い
が
、
明
和
四
年
瑣
語
と
共
に
合
測
さ
れ
た
も
の
で
、
大
阪
書

舗
文
海
堂
得
賓
堂
の
餐
行
で
あ
る
、
初
印
本
は
巻
頭
に
竹
山
先
生
が
明
和
三
年
作
る
所
の
質
疑
篇
序
が
あ
り
、

質 瑣 鶏

疑

篇 語

肋

憾
撫
堂
先
賢
著
述
書
目

る
、
毎
半
葉
＋
行
、
行
毎
に
二
十
字
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
―
―
―
-
」
参
看
゜

中

庸

首

章

解

蘭
洲
先
生
撰

抄
者
明
か
で
な
い
が
、
蘭
洲
先
生
の
筆
意
あ
る
よ
り
察
す
れ
ば
、
共
の
門
人
の
寓
し
た
も
の
で
な
い
か
と
思

は
れ
る
、
毎
半
葉
九
行
、
三
十
二
頁
、
中
庸
首
章
だ
け
を
詳
し
く
椴
名
文
に
て
解
し
た
も
の
で
あ
る
、
首
尾

に
序
跛
が
附
し
て
あ
る
、
何
れ
も
蘭
洲
先
生
の
筆
ら
し
い
が
、
著
作
年
月
は
記
し
て
な
い
。

蘭
洲
先
生
撰

蘭
洲
先
生
撰

蘭
洲
先
生
撰

一
冊

抄
本
七
巻
三
冊
（
一
峡
）

篇

蘭
洲
先
生
の
文
集
で
間
々
詩
も
交
つ
て
居
る
、
西
宮
辰
馬
家
所
蔵
の
手
稿
本
を
借
り
て
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。

再
板
本
二
冊

蘭
洲
先
生
の
漢
文
隅
筆
で
あ
る
が
警
痰
の
盆
多
き
害
で
あ
る
、
質
疑
篇
と
同
じ
く
手
稿
本
は
散
侠
し
て
な
い

が
、
明
和
四
年
三
月
に
質
疑
篇
と
共
に
合
刻
さ
れ
て
、
原
刊
本
が
出
た
、
是
は
天
保
三
年
三
月
大
阪
敦
賀
屋

九
兵
衛
等
に
よ
っ
て
痰
行
さ
れ
た
再
板
本
で
あ
る
、
巻
首
に
履
軒
先
生
の
序
を
入
れ
、
巻
尾
に
明
和
三
年
ニ

月
竹
山
先
生
の
筆
に
成
る
瑣
語
跛
が
あ
る
、
毎
半
葉
九
行
、
行
二
十
字
、
因
に
是
の
書
は
昭
和
二
年
日
本
儒

林
叢
書
の
隠
筆
部
第
一
巻
の
中
に
も
牧
め
ら
れ
た
。

抄
本
一
冊

四



一エ 一
四

懐
繍
堂
先
賢
著
述
書
目

勢 古
明
治
四
十
四
年
懐
徳
堂
記
念
會
に
於
て
印
行
せ
る
「
懐
毎
堂
遺
書
」
の
一
で
、
嘗
時
平
瀬
家
本
を
底
本
と
し
、

手
稿
本
を
以
て
到
校
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
、
手
稿
本
は
第
十
七
琥
遺
書
目
「
二
三
」
に
牧
め
て
あ
る
、

蓼
看
、
伊
勢
物
語
の
注
秤
書
で
、
賓
暦
元
年
冬
著
は
す
所
に
係
る
、
時
に
年
五
十
五
゜

語 ’̂ 
―’ 

通 通

巻
尾
に
履
軒
先
生
の
刻
質
疑
瑣
語
序
が
あ
る
、
是
の
書
は
先
生
が
純
史
を
讀
ん
で
、
疑
を
生
じ
、
共
の
疑
ふ

所
が
解
を
得
る
と
得
ざ
る
と
を
問
は
ず
、
之
を
筆
し
た
も
の
が
、
積
ん
で
敷
千
條
を
得
た
か
ら
、
寛
延
庚
午

盛
夏
こ
れ
を
繕
寓
し
て
篇
を
な
し
識
者
に
質
す
と
記
さ
れ
て
居
る
、
網
書
に
到
す
る
卓
説
が
多
い
。

蘭
洲
先
生
撰
、
加
藤
竹
里
先
生
補

蘭
洲
先
生
撰

五

古
今
集
を
注
秤
し
た
も
の
で
、
巻
頭
に
蘭
洲
先
生
の
序
あ
り
、
云
ふ
、
「
此
の
集
は
先
に
萬
葉
の
説
を
集
め
、

伊
勢
物
語
を
内
外
に
分
ち
し
時
、
此
の
集
を
併
せ
考
る
事
の
あ
り
て
、
家
に
博
ふ
る
定
家
卿
の
遺
書
、
顕
昭

の
注
、
榮
雅
の
抄
、
契
沖
の
抄
な
ど
を
見
侍
り
し
、
中
略
顕
注
は
略
せ
り
、
榮
注
は
心
ゆ
か
ず
、
契
注
は
煩

は
し
、
よ
り
て
僭
忌
を
忘
れ
て
共
説
の
ま
さ
れ
る
と
覺
る
を
抄
出
し
、
又
自
ら
の
簡
見
を
も
加
へ
、
か
な
序

よ
り
は
じ
め
て
歌
を
つ
く
し
、
一
っ
子
の
娘
に
残
し
は
べ
る
、
敢
て
此
集
を
注
す
と
に
は
あ
ら
ず
」
と
、
作

っ
た
時
の
年
月
は
記
し
て
な
い
、
次
に
加
藤
竹
里
先
生
が
天
明
五
年
乙
巳
季
冬
作
る
所
の
附
言
あ
り
、
蘭
洲

先
生
よ
り
劃
補
す
べ
き
命
を
受
け
居
た
る
を
遂
に
果
す
旨
を
記
し
、
次
に
凡
例
六
條
を
書
き
、
以
下
全
集
を

解
秤
し
て
あ
る
、
而
し
て
竹
里
の
劃
補
は
「
補
」
と
し
て
別
行
に
そ
れ
人
＼
書
添
へ
て
あ
る
、
抄
者
は
明
か
で

な
い
が
、
逹
筆
に
書
か
れ
て
居
る
、
而
し
て
雨
先
生
と
も
共
の
手
稿
本
は
散
侠
し
た
か
遺
書
中
に
存
し
な
い
。

四
巻
二
冊

抄
本
七
冊
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衰
中
郎
、
江
進
之
、
曾
退
如
、
文
南
英
、
支
千
子
等
の
詩
文
評
三
十
餘
條
を
摘
録
し
て
、
上
頭
に
簡
~
平
な
評

が
加
へ
ら
れ
て
居
る
、
蓋
し
祖
徐
一
派
の
古
文
僻
を
排
撃
す
る
為
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

文

章

廻

瀾

承

耳n
争

編

二
巻
一
冊

是
の
書
も
手
稿
本
は
散
侠
し
て
遺
書
中
に
は
な
い
、
日
定
は
明
治
四
十
四
年
懐
穂
堂
記
念
會
に
於
て
印
行
し
た

懐
徳
堂
遺
書
中
の
一
で
、
常
時
大
阪
府
立
圃
書
館
本
を
底
本
と
し
、
敷
種
の
博
寓
本
を
以
て
到
校
し
、
一
冊

に
合
装
し
た
も
の
で
あ
る
、
椴
名
文
の
随
筆
で
、
経
史
に
闊
す
る
考
證
的
の
事
柄
が
多
く
、
瑣
語
質
疑
篇
と

共
に
、
必
讀
す
べ
き
有
盆
の
書
で
あ
る
。

新
題
百
首
和
歌

原
本
は
共
の
存
在
を
明
か
に
し
な
い
が
、
右
は
西
村
碩
園
博
士
の
小
天
地
閣
叢
書
中
に
牧
め
て
あ
る
、
詠
物

の
和
歌
題
で
、
奥
書
に
「
右
新
題
百
首
倭
歌
者
五
井
蘭
洲
子
所
詠
也
、
今
以
懐
徳
堂
裡
之
本
令
轄
寓
畢
、
元

治
元
年
三
月
五
日
春
愛
印
、
附
云
同
時
川
井
立
牧
以
此
題
詠
之
由
博
聞
、
末
得
其
稿
、
他
日
可
索
也
」
と
記

し
て
あ
る
、
忠
愛
と
は
何
人
か
未
だ
詳
か
に
し
な
い
が
、
懐
徳
堂
の
門
人
ら
し
い
、
尚
竹
山
先
生
に
も
こ
れ

に
よ
っ
て
詠
じ
た
百
首
詩
が
あ
る
、
別
項
「
五
九
」
翠
看
。

右
は
秤
氏
を
排
撃
し
た
椴
名
文
の
書
で
あ
る
、
堂
友
會
員
白
井
久
吉
君
の
寄
贈
に
係
る
。

蘭

洲

苓

憾
繍
堂
先
賢
著
述
書
目

話

蘭
洲
先
生
撰

蘭
洲
先
生
撰

蘭
洲
先
生
撰

蘭
洲
先
生
撰

抄
本
一
冊

抄
本
二
冊
~

抄
本
一
冊

， 
ノ‘
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三 已

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

蘭
洲
先
生
習
字
帖

蘭
洲
先
生
撰

七

原
本
は
散
侠
し
て
見
る
を
得
な
い
が
、
是
は
奮
門
人
小
西
某
の
抄
寓
に
係
る
、
瞥
喩
は
語
約
に
し
て
意
長
く
、

文
章
群
辮
の
一
大
機
柄
で
あ
る
と
い
ふ
考
か
ら
編
ま
れ
た
も
の
で
、
痙
書
史
博
諸
子
の
中
か
ら
臀
喩
に
闊
し

た
語
句
を
摘
録
し
た
も
の
で
あ
る
、
毎
半
葉
九
行
、
行
二
十
字
、
凡
て
三
十
三
葉
。

竪
九
寸
四
分
、
横
三
寸
五
分
の
折
帖
で
、
初
め
に
「
南
山
之
壽
」
と
大
書
し
、
以
下
唐
詩
を
隷
楷
行
草
の
各

證
に
書
し
、
尚
平
椴
名
の
書
も
添
へ
て
あ
る
、
終
に
「
子
詳
」
と
落
欺
し
印
記
二
顆
を
捺
し
て
あ
る
が
、
蘭

洲
先
生
の
筆
蹟
を
知
る
に
は
好
箇
の
資
料
で
あ
る
。

蘭

洲

先

生

抄

書

一
冊

蘭
洲
先
生
牡
年
の
時
の
も
の
か
、
備
忘
の
為
に
諸
書
を
雑
抄
し
た
も
の
で
、
毎
半
葉
八
行
、

百
二
十
五
葉
、
濱
和
助
氏
の
奮
蔵
本
で
あ
る
。

僧

契

沖

碑

文

蘭
洲
先
生
撰
、
加
藤
竹
里
先
生
書

寛
保
三
年
冬
蘭
洲
先
生
が
契
沖
阿
闇
梨
の
碑
文
を
撰
し
、
加
藤
竹
里
が
之
を
書
し
た
が
、
安
永
八
年
大
阪
の

粕
原
屋
害
林
が
こ
れ
を
板
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

蘭

洲

先

生

追

悼

詩

歌

抄

本

一

冊

安
永
三
年
三
月
十
七
日
は
五
井
蘭
洲
先
生
の
十
三
回
忌
辰
に
嘗
る
の
で
、
三
宅
春
棲
、
中
井
竹
山
附
先
生
を

拓
本
一
冊

喩

叢

行
―
―
十
字
凡
て

占
一
胤

抄
本
一
冊
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慎
繍
堂
先
賢
著
述
書
目

初
め
書
堂
門
人
等
が
各
追
悼
の
詩
歌
を
作
り
、
之
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
、
歌
二
十
二
首
、
俳
句
一
首
、

漢
詩
六
篇
を
牧
む
、
抄
者
未
詳
。

不。
右
は
碩
園
先
生
の
小
天
地
閣
叢
書
中
、
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」
冊
内
に
牧
む
。

校
正
用
本
一
冊

補
刻
本
一
冊

懐
徳
堂
堂
友
會
印
一
冊
t

第
十
七
琥
遺
書
目
「
二
六
」
に
牧
め
た
る
は
初
印
本
で
、
此
虞
に
掲
げ
た
る
校
正
用
本
は
竹
山
先
生
の
跛
も
な

く
た
ゞ
本
文
の
み
、
而
し
て
巻
末
に
「
人
丸
の
歌
に
云
々
」
と
い
ふ
一
條
多
く
、
且
つ
三
十
四
葉
裏
九
行
目
「
う

つ
は
も
の
A

四
か
と
あ
り
て
」
の
十
二
字
を
抹
殺
し
て
あ
る
が
、
初
印
本
は
此
の
慮
「
ふ
つ
く
え
引
よ
せ
共
横

を
我
前
に
し
て
」
と
改
め
て
あ
る
、
尚
初
印
本
に
比
す
る
に
校
正
用
本
は
文
字
の
誤
及
び
頁
敷
の
誤
が
あ
る
。

補
刻
本
は
嘉
永
二
年
三
月
の
印
行
に
係
る
、
巻
尾
に
書
舗
青
葉
主
人
の
識
語
が
あ
る
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
竹

山
先
生
の
時
に
上
梓
し
た
初
印
本
は
、
板
木
半
ば
亡
失
し
た
の
で
、
今
回
之
を
補
刻
し
た
と
記
し
て
あ
る
、

併
し
怪
む
べ
き
は
、
扉
に
撰
者
と
書
名
と
を
記
し
共
の
左
に
「
大
阪
書
舗
蔵
六
館
、
獣
可
堂
疲
行
」
と
書
か

れ
て
あ
る
が
、
共
の
書
は
確
に
蕉
園
先
生
の
筆
で
あ
る
、
初
印
本
に
は
此
の
扉
が
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
、

題
箋
は
何
れ
も
竹
山
先
生
の
筆
に
係
る
。

問

語

蘭
洲
五
井
先
生
家
譜
、

同 同

＼
 

中
井
梵
惹
先
生
撰

一エ

中
井
氏
家
譜

J
 

抄
本
一
冊

八
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甍
惹
先
生
撰

甍
惹
先
生
撰
、
竹
山
先
生
補
正
、

甍
惹
先
生
撰

九

一
冊

懐
猿
堂
々
友
會
本
は
、
大
正
十
五
年
十
月
懐
徳
堂
二
百
年
並
に
同
記
念
會
十
年
を
記
念
す
る
為
に
重
印
し
た

も
の
で
あ
る
、
巻
端
松
山
教
授
の
例
言
中
に
、
寛
政
三
年
刊
本
を
底
本
と
し
た
と
あ
る
が
、
調
べ
て
見
る
と

前
記
の
校
正
用
本
を
底
本
と
し
、
た
ゞ
奥
書
の
み
を
初
印
本
に
よ
っ
て
書
込
ん
だ
事
が
分
っ
た
。

是
の
書
一
一
部
あ
る
が
、
何
れ
も
内
容
に
異
っ
た
所
は
な
い
、
共
に
抄
者
は
不
明
で
あ
る
、
第
十
七
琥
遺
害
目

「
二
七
」
参
看
、
但
し
右
の
書
に
は
附
録
は
な
い
。

第
十
七
琥
遺
書
目
「
二
七
」
参
看
、
奥
書
に
「
文
化
五
辰
二
月
淵
崎
正
理
寓
之
」
と
あ
り
、
書
風
竹
山
先
生
に

似
た
れ
ば
共
の
門
人
か
、
有
不
為
齋
の
奮
蔵
に
係
る
。

明
治
四
十
四
年
懐
億
堂
記
念
會
で
刊
行
し
た
「
懐
猿
堂
五
種
」
の
内
に
牧
め
て
あ
る
、
大
阪
堀
江
の
居
蛸
頭

か
つ
ら
や
太
郎
兵
衛
が
、
罪
を
獲
て
斬
罪
に
虞
せ
ら
る
べ
き
を
五
人
の
子
女
が
孝
心
に
よ
り
て
罪
を
許
さ
れ

た
る
賞
事
を
記
し
た
も
の
で
、
元
文
四
年
己
末
三
月
二
十
一
―
一
日
作
っ
た
椴
名
文
で
あ
る
、
巻
末
に
五
井
蘭
洲

先
生
の
評
語
が
あ
る
。

富
貴
村
良
農
事
朕

同
じ
く
「
懐
徳
堂
五
種
」
中
に
牧
む
、
紀
伊
富
貴
村
の
農
次
郎
左
衛
門
父
子
が
仁
徳
あ
り
し
行
朕
を
椴
名
文

懐
礫
堂
先
賢
著
述
書
目

五

孝

子

他

梵
惹
先
生
撰

一
冊

喪

祭

私

説

抄
本
一
冊

:::Iし

喪

祭

私

説

抄
本
一
冊
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新
年
の
春
光
を
眺
め
て
、
時
に
汚
隆
あ
り
と
雖
も
我
が
邦
歴
代
の
天
皇
が
民
を
恵
み
憐
み
給
ふ
に
よ
り
、
下

も
亦
知
ら
ず
人
＼
天
皇
の
則
に
従
ひ
奉
る
事
、
春
の
恵
に
草
木
の
色
め
き
渡
る
が
如
し
と
て
、
古
今
を
歴
観

し
、
大
宮
御
所
の
幾
千
代
か
け
て
榮
え
ま
す
事
の
目
出
た
さ
、
是
れ
我
が
日
の
本
の
春
な
り
け
ら
し
と
結
び

た
る
椴
名
書
の
大
文
章
で
あ
る
、
紙
敷
凡
て
十
一
葉
、
有
不
為
齋
奮
蔵
。

中
井
竹
山
先
生
撰

懐
徳
堂
奮
門
人
小
西
某
の
抄
寓
に
係
る
か
、
竹
山
先
生
の
易
断
（
第
十
七
披
遺
害
目
「
二
八
」
蓼
看
）
中
よ
り

河
圃
洛
書
辮
、
文
言
偲
辮
及
附
言
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

竹
山
先
生
撰

第
十
七
琥
遺
書
目
「
三
二
」
参
看
。

尚

書

管

見

抄
本
一
冊

易。

説

抄

本

一

冊

春

の

A
J
 

と

ば

甍
惹
先
生
撰

抄
本
一
冊

梵
惹
先
生
撰

息

滸

先

生

事

朕

奥
書
に
亨
保
八
年
癸
卯
六
月
二
十
八
日
中
井
誠
之
撰
と
あ
り
、
「
く
ま
澤
う
し
の
歌
の
ま
へ
が
き
」
と
て
了

介
の
歌
十
首
を
載
せ
た
る
前
に
記
し
て
あ
る
、
文
政
戊
子
夏
五
月
十
四
日
小
西
義
一
郎
と
い
ふ
人
が
寓
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
了
介
偲
を
補
ふ
べ
き
資
料
で
あ
る
、
本
琥
附
録
「
甍
惹
先
生
遺
稿
」
に
牧
む
、
参
看
゜

に
て
記
し
た
も
の
で
、
亨
保
十
三
年
長
月
七
日
作
る
所
で
あ
る
。

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

抄
本
一
冊

1
0
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同 逸 論綾

非

史

同

十
三
冊

十
三
冊

徽

八
巻
八
冊

國

讀

剛

正

小

學

四
冊

ラ

小

竹
山
先
生
撰
並
書

第
十
七
琥
遺
書
目
「
ニ
一
」
翠
看
゜

竹
山
先
生
撰
、
並
河
寒
泉
先
生
手
抄

椴
綴
二
冊

原
本
は
逸
し
て
博
は
ら
な
い
が
、
元
末
書
物
の
欄
外
に
記
さ
れ
て
居
た
も
の
を
、
寒
泉
先
生
が
摘
鈴
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
是
は
後
に
別
項
の
如
く
國
讀
割
正
小
學
と
し
て
懐
穏
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

懐
練
堂
先
賢
著
述
書
目

竹
山
先
生
離
題

嘉
永
三
年
正
月
懐
徳
堂
の
蔵
板
に
係
る
、
陳
選
の
句
讀
本
を
用
ひ
、
欄
外
に
竹
山
先
生
の
説
を
加
へ
て
あ
る
。

竹
山
先
生
撰
）

前
記
蘭
洲
先
生
の
非
物
を
正
編
と
し
、
日
定
の
書
を
績
編
と
し
て
、
共
に
祖
彼
の
論
語
徴
を
攻
墜
し
た
も
の
、

天
明
四
年
の
板
行
に
係
る
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
三
一
―
-
」
蓉
看
。
門
人
早
野
仰
齋
（
名
は
辮
之
、
字
士
養
）

の
校
正
に
係
り
、
天
明
三
年
三
月
作
る
所
の
跛
が
あ
る
、
因
に
日
定
の
書
初
印
本
は
、
大
阪
書
隷
文
海
堂
及
び

蔵
六
館
餐
行
と
し
て
あ
る
が
、
共
の
後
刷
に
係
る
も
の
は
、
合
本
四
冊
と
な
り
、
痰
行
元
の
裁
六
館
が
賭
春

堂
に
代
つ
て
居
る
、
刊
記
は
な
い
。

竹
山
先
生
撰

學

断

中

庸

定

本

拓
本
一
帖



翌 四
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霙 詩

陰

集

九
巻
、
附
録
一
巻
共
五
冊

律

兆

懐
撫
堂
先
賢
著
述
書
目

前
者
は
懐
穏
堂
に
於
て
天
保
十
三
年
上
梓
、
嘉
永
元
年
印
行
し
た
も
の
、
後
者
は
拙
修
齋
叢
書
中
の
も
の
で
、

白
文
の
木
活
字
本
で
あ
る
。
第
十
七
琥
遺
害
目
「
三
五
」
攀
看
。

竹
山
先
生
撰

抄
本
二
冊

竹
山
先
生
の
著
逸
史
に
就
て
、
渾
花
生
と
い
ふ
人
が
質
疑
を
痰
し
た
る
に
到
し
、
同
先
生
が
同
腸
子
と
署
し

て
答
へ
た
る
椴
名
文
の
書
で
あ
る
、
是
の
書
第
十
七
琥
遺
書
目
「
五
一
―
-
」
國
字
贖
附
巻
の
内
に
も
牧
め
て
あ

る

が

、

少

し

脱

葉

が

あ

る

。

．

是
の
書
も
手
稿
本
は
散
侠
し
た
、
是
は
安
永
五
年
大
阪
加
賀
屋
善
蔵
等
に
よ
っ
て
板
行
さ
れ
た
も
の
で
、
巻

端
に
賓
暦
八
年
三
月
作
る
所
の
竹
山
先
生
自
筆
の
自
序
、
次
に
明
和
七
年
作
る
所
の
凡
例
十
六
則
及
び
安
永

元
年
の
附
記
が
あ
る
、
而
し
て
五
七
言
律
及
び
七
言
絶
句
の
正
格
、
痩
格
、
拗
格
の
諸
橙
に
就
き
、
一
々
例

を
畢
げ
て
こ
れ
を
説
き
、
餘
考
と
し
て
證
格
、
四
磐
之
拘
、
八
病
之
非
、
正
格
偏
格
、
拗
證
、
雑
評
を
述
べ
、

次
に
附
録
と
し
て
、
詩
論
八
篇
を
牧
め
て
あ
る
、
終
に
甍
惹
門
人
中
村
有
則
（
琥
雨
峯
、
平
野
人
）
が
安
永

五
年
仲
冬
作
る
所
の
跛
が
あ
る
か
、
博
へ
聞
く
、
是
の
書
の
板
下
は
雨
峯
の
筆
に
な
る
と
。

竹
山
先
生
撰

明
活
四
十
四
年
十
月
懐
猿
堂
記
念
會
に
於
て
印
行
し
た
懐
徳
堂
遺
書
中
の
一
で
、
竹
山
先
生
一
代
の
詩
文
集

で
あ
る
、
手
稿
本
は
年
代
順
に
書
れ
て
居
る
が
、
是
は
各
證
別
に
分
ち
て
あ
る
の
は
並
河
寒
泉
先
生
編
次
本

（
浦
嘉
堂
文
庫
所
蔵
）
を
底
本
と
し
た
か
ら
で
あ
る
、
日
定
の
書
校
正
雑
漏
の
為
、
誤
字
の
多
い
の
は
遺
懺
で
あ

逸

史

問

答

竹
山
先
生
撰

十
一
巻
三
冊



究 ， 哭 唱 哭

西
る
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
四
三
」
攀
看
゜

竹
山
先
生
撰

、
何
人
の
抄
寓
に
係
る
か
明
か
で
な
い
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
四
四
」
参
看
゜

東
征
稿
一
巻
西
上
記
一
巻

嘉
永
六
年
江
戸
書
建
青
雲
堂
の
板
行
に
係
る
、
共
の
内
容
手
稿
本
に
同
じ
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
四
在
」
蓼

看
。
是
の
書
は
板
木
を
大
阪
の
青
木
嵩
山
堂
が
買
ふ
た
も
の
か
、
明
治
に
な
っ
て
「
東
西
遊
記
」
と
し
て
同

堂
か
ら
も
痰
行
せ
ら
れ
た
。

明
治
四
十
四
年
十
月
五
日
懐
徳
堂
記
念
祭
執
行
の
日
、
革
島
氏
の
裔
孫
有
尚
氏
が
竹
山
先
生
の
手
稿
本
を
一

百
部
縮
刷
影
印
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
共
の
祖
幸
渡
氏
の
女
名
は
順
は
、
竹
山
先
生
の
室
人
で
あ
る
、

共
の
内
容
は
第
十
七
腕
遺
書
目
「
四
七
」
翠
看
゜

竹

山

先

生

文

稿

竹
山
先
生
撰

小

本

二

冊

抄
本
三
冊

竹
山
先
生
の
文
八
十
六
篇
を
抄
寓
し
た
も
の
で
、
何
れ
も
莫
陰
集
に
載
つ
て
居
る
も
の
A

み
、
抄
者
は
奥
書

に
寛
政
四
壬
子
春
―
一
月
謄
寓
子
懐
徳
書
院
、
鹿
埜
熊
谷
道
伸
（
子
屈
）
と
あ
る
か
ら
、
同
先
生
の
門
人
で
あ

ら
う
。

懐
礁
堂
先
賢
著
述
書
目

岡

集

霙

陰

略

稿

竹
山
先
生
撰

｀ 

影
印
本
一
冊

抄
本
一
冊



ヨ 竺
立 芸）

親

清

要

語

一
冊

二
冊

懐
礁
堂
先
賢
著
泣
書
目

竹
山
先
生
撰

五
巻
十
冊
苔
一
部
）

小
本
五
冊
（
一
部
）

木
活
を
以
て
印
行
さ
れ
た
拙
修
齋
叢
書
中
に
、
竹
山
先
生
の
著
述
が
四
種
（
逸
史
、
祉
倉
私
議
、
莫
陰
略
稿
、

草
茅
危
言
）
あ
る
、
是
は
共
の
中
の
一
で
、
前
摺
と
後
摺
と
一
一
部
あ
る
、
牡
丹
花
紋
藍
表
紙
の
本
が
共
の
初

印
本
で
、
刊
記
は
な
い
、
後
刷
の
も
の
は
、
雲
形
大
諸
色
表
紙
で
、
木
活
が
餘
程
磨
滅
し
て
居
る
、
尚
一
部

は
明
治
元
年
十
月
京
都
同
盟
害
房
の
合
梓
に
係
る
富
岡
鐵
齋
校
本
の
小
本
五
冊
本
で
あ
る
が
、
拙
修
齋
本
の

用
字
を
大
分
改
め
て
あ
る
、
而
し
て
之
を
第
十
七
琥
遺
書
目
「
五

0
」
の
手
稿
本
に
到
校
す
る
と
、
脱
字
、

誤
字
が
相
常
に
多
い
、
而
し
て
何
れ
も
巻
頭
に
竹
山
先
生
の
自
序
は
あ
る
が
、
脇
愚
山
の
跛
を
存
し
な
い
。

竹
山
先
生
撰

此
の
手
稿
本
は
散
侠
し
て
遺
書
中
に
な
い
、
是
は
拙
修
齋
叢
書
の
一
で
木
活
字
本
で
あ
る
、
脇
坂
侯
よ
り
社

倉
の
事
に
就
き
質
議
の
事
も
あ
っ
た
か
、
安
永
三
年
五
月
執
筆
し
て
奉
行
に
差
出
し
た
も
の
で
、
朱
子
の
社

倉
之
儀
を
和
解
し
、
且
つ
自
己
の
意
見
を
陳
べ
た
る
一
ッ
害
の
候
文
で
あ
る
、
終
に
社
倉
私
儀
附
録
と
し

て
、
寛
政
甲
寅
仲
冬
の
筆
に
成
る
同
じ
く
社
倉
の
事
を
記
し
た
一
文
を
附
し
て
あ
る
。

竹

山

國

字

贖

竹
山
先
生
撰

右
は
明
治
四
十
四
年
懐
穏
堂
記
念
會
に
於
て
後
行
せ
る
「
懐
徳
堂
遺
書
」
の
内
の
も
の
で
、
原
本
（
第
十
七

陳
遺
書
目
五
一
、
五
二
、
五
三
愛
看
）
八
十
八
篇
中
の
三
十
篇
を
摘
抄
編
次
し
た
も
の
で
あ
る
。

竹
山
先
生
撰

祉

倉

私

議

附

、

附

録

一
冊

校

正

草

茅

危

言

一
四



店

童
蒙
の
為
に
修
身
齊
家
の
大
道
を
説
き
た
る
好
箇
の
教
訓
書
で
あ
る
、
初
め
「
莫
陰
消
息
」
と
名
づ
け
た
が

懐
繍
堂
先
賢
著
述
書
目

同

同

一
五

抄

本

一

冊

癸

蒙

養

編

釜 立
四

公

田

説

是
の
書
は
第
十
七
琥
遺
書
目
（
五
一
）
の
「
竹
山
先
生
國
字
讀
」
中
に
も
牧
め
ら
れ
て
居
る
、
或
る
藩
侯
の

依
頼
に
よ
り
古
語
中
の
「
為
政
以
徳
」
「
有
治
人
無
浩
法
」
及
び
「
量
入
以
為
出
」
を
意
解
し
た
る
も
の
で
、

寛
政
七
年
春
に
成
る
、
「
近
世
社
會
経
済
學
説
大
系
」
本
の
「
中
井
竹
山
集
」
に
牧
め
て
あ
る
、
紙
敷
十
一
頁
、

因
に
此
の
集
に
は
此
の
外
に
竹
山
先
生
の
草
茅
危
言
十
巻
、
社
會
私
議
一
巻
、
誹
惟
孝
（
琥
晋
齋
、
岡
山
人
）

の
辮
校
に
係
る
草
茅
危
言
摘
議
五
巻
等
を
牧
め
て
あ
る
。

竹
山
先
生
撰

呈

今

村

君

執

事

（

國

字

贖

）

竹
山
先
生
撰

奮
書
堂
門
人
小
西
某
の
抄
寓
す
る
所
、
某
藩
の
今
村
泰
行
と
云
ふ
人
よ
り
政
浩
上
の
意
見
を
徴
せ
ら
れ
た
る

に
到
し
、
寛
政
五
年
首
夏
筆
を
執
り
て
開
陳
し
た
も
の
で
、
第
十
七
琥
遺
書
目
第
五
一
「
竹
山
先
生
國
字
贖
」

中
に
閥
け
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

竹
山
先
生
撰

一
冊

抄

本

一

冊

右
は
答
宮
生
と
し
て
井
田
の
事
に
就
き
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
、
第
十
七
琥
遺
書
目
（
五
二
）
國
字
贖
績
編

の
「
答
宮
良
佐
」
の
中
に
も
出
て
居
る
が
、
此
の
方
が
詳
し
い
、
別
本
で
も
あ
る
か
、
「
近
世
社
會
痙
滸
學
説

大
系
」
本
の
中
井
竹
山
集
に
牧
む
、
紙
敷
十
四
頁

一
冊



六
〇 況 天

子

華

孝

朕

懐
猿
堂
先
賢
著
述
書
目

抄
本
一
冊

後
改
め
た
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
一
六
一
」
睾
照
、
前
者
は
明
治
十
二
年
三
月
堺
縣
女
紅
場
に
於
て
印
行
し

た
も
の
で
、
女
紅
場
の
数
科
書
に
用
ひ
た
も
の
と
見
え
る
、
後
者
は
懐
穂
堂
で
大
日
本
史
を
寓
し
た
時
造
つ

た
罫
紙
を
用
ひ
て
あ
る
が
、
抄
者
は
明
か
で
な
い
、
尚
是
の
書
は
、
懐
徳
堂
五
種
の
内
に
も
牧
め
ら
れ
て
居

る。

竹
山
先
生
撰

西
村
碩
園
先
生
の
小
天
地
閣
叢
書
中
に
牧
む
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
五
六
」
蓼
看
。

和
歌
新
題
百
首
詩

竹
山
先
生
撰

右
手
稿
本
は
共
の
所
在
を
明
か
に
し
な
い
が
、
是
は
西
村
碩
園
博
士
の
小
天
地
閣
叢
書
中
に
牧
め
て
あ
る
も

の
で
あ
る
、
巻
頭
竹
山
先
生
が
賓
暦
七
年
丁
丑
冬
識
す
所
の
序
に
、
蘭
洲
先
生
嘗
て
和
歌
新
題
一
首
を
撰
し

て
之
を
賦
し
、
川
井
子
和
（
立
牧
）
加
藤
子
常
（
景
範
）
及
び
先
人
（
梵
惹
）
績
い
で
こ
れ
に
和
し
た
が
、

先
生
は
積
善
に
命
じ
て
詩
を
作
り
以
て
こ
れ
に
附
せ
し
め
ら
れ
た
、
所
が
會
々
先
人
の
疾
に
よ
り
遷
延
し
た

が
、
遂
に
命
に
應
じ
て
業
を
卒
っ
た
、
と
述
べ
て
あ
る
、
百
首
皆
五
言
絶
句
で
あ
る
。

竹
山
先
生
撰

一
冊

右
は
竹
山
先
生
が
共
の
門
人
稲
垣
子
華
の
孝
朕
を
記
し
た
も
の
で
、
明
和
二
年
春
懐
猿
堂
に
於
て
印
行
し
た

も
の
で
あ
る
、
板
下
は
竹
山
先
生
の
筆
に
成
る
、
巻
尾
に
履
軒
先
生
の
跛
が
あ
る
、
尚
此
の
書
は
懐
猿
堂
門

人
入
氏
の
奮
蔵
に
係
る
か
、
竹
山
先
生
作
る
所
の
「
稲
垣
浅
之
蔽
純
孝
記
録
」
を
寓
し
て
巻
尾
に
添
え
て
あ

る
、
第
十
七
琥
遺
害
目
「
六
八
」
参
看
゜

災

後

葵

言

抄
本
一
冊

一
六



突 査 益 空 空 空

十

路

闘

詩

背

誦第十
七
琥
遺
書
目
「
一
六

0
」
蓉
看
、
抄
者
未
詳
。

祠

堂

議

懐

徳

堂

記

貞

婦

さ

ん

の

記

録

竹
山
先
生
撰

同
じ
く
「
懐
撼
堂
五
種
」
中
に
牧
む
、
第
十
七
競
遺
害
目
「
五
五
」
彦
看
゜

竹
山
先
生
撰

一七

抄
本
一
冊

抄

本

一

冊 占
一
庫

批
に
博
ふ
る
扶
桑
木
に
就
て
論
じ
た
も
の
で
、
寛
政
九
年
八
月
の
所
作
、
椴
名
文
で
あ
る
、
終
に
撰
者
未
詳

の
扶
桑
考
と
題
す
る
一
篇
が
附
し
て
あ
る
。

有
不
為
齋
奮
蔵
、
竪
九
寸
横
六
寸
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
一
五
六
」
蓼
看
＇

中
井
家
の
祠
堂
に
就
て
、
竹
山
先
生
の
問
に
履
軒
先
生
が
答
へ
た
る
も
の
で
、
原
本
は
中
井
家
に
在
る
、
碩

園
先
生
の
小
天
地
閣
叢
害
中
、
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
冊
内
に
牧
む
。

懐
徳
堂
の
門
下
生
早
野
橘
隧
、
並
河
慇
山
の
家
で
各
詩
社
が
設
け
ら
れ
、
時
々
題
を
出
し
て
闘
詩
が
行
は
れ

た
、
是
は
共
の
一
で
あ
る
、
（
第
十
七
腕
遺
書
目
一
五
八
参
看
）
、
抄
者
は
恐
ら
く
早
野
橘
隧
で
あ
ら
う
。

懐
饂
堂
先
賢
著
述
書
目

竹
山
先
生
撰
拉
書

ー
竹
山
先
生
問
、
履
軒
先
生
答

竹
山
先
生
撰

竹
山
先
生
評

扶

桑

木

説

抄
本
椴
綴
一
冊

抄
本
一
冊

一
冊



究 交 六
七

七

経

離

題

略

第
十
七
琥
目
録
「
一
九
八
ー
―

-
0
五
」
参
看
、
抄
者
は
未
だ
明
か
で
な
い
が
、
共
の
筆
意
頗
る
撰
者
に
似
た

る
所
あ
れ
ば
、
或
は
門
人
早
野
橘
隧
先
生
の
筆
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

゜
竹
山
先
生
著
述
抄
本

閑
距
餘
筆
一
冊

東
征
稿
一
冊

参
看
゜

西
岡
集
一
冊
竹
島
費
山
の
抄
す
る
所
、
前
記
及
び
第
十
七
挑
遺
書
目
「
四
七
」
彦
看
゜

蒙
養
篇
一
冊
抄
者
未
詳
、
前
記
及
び
第
十
七
腕
遺
害
目
「
一
六
一
」
参
看
。

文
瑕
説
一
冊
抄
者
未
詳
、
天
明
元
年
竹
山
先
生
が
韓
退
之
の
送
孟
東
野
序
に
就
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
、

以
上
共
に
有
不
為
齊
奮
蔵
に
係
る
。

「
巻
末
に
天
保
戊
戌
夏
七
月
謄
之
尚
友
虞
士
」
と
あ
り
、
前
記
及
び
第
十
七
琥
遺
書
目
「
四
五
」

中
井
履
軒
先
生
撰

抄
者
末
詳
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
四
九
」
蓼
看
゜

竹
山
先
生
拾
遣
録
外
篇

懐
猿
堂
先
賢
著
述
書
目

寒
泉
先
生
編
拉
書

（
内
論
語
孟
子
典
)

抄
本
二
十
冊
甑
接
の
五
冊
闘

五
種

竹
山
先
生
の
撰
著
か
ら
洩
れ
て
居
る
詩
文
和
歌
、
雑
記
等
を
拾
輯
し
た
も
の
で
、
貴
重
な
資
料
が
包
蔵
さ
れ

て
居
る
、
題
箋
に
外
篇
二
と
あ
る
か
ら
、
尚
内
篇
と
共
に
幾
冊
か
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
他
は
散
侠
し

た
、
是
は
淡
輸
家
の
書
庫
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

一
八

一
冊



七
四 茎 竺 七 き

中

庸

逢

原

第
十
七
腕
遺
書
目
第
「
一
七
八
」
睾
看
、
前
者
は
大
正
十
五
年
伊
丹
岡
田
利
兵
衛
氏
が
賀
を
捐
て
印
行
せ
し

も
の
に
係
る
、
巻
頭
に
中
井
黄
裳
先
生
同
年
作
る
所
の
刊
七
痙
逢
原
序
あ
り
、
巻
末
に
は
附
録
と
し
て
同
先

生
の
刊
誤
が
附
し
て
あ
る
。

後
者
は
本
堂
の
故
松
山
教
授
が
寓
字
生
に
託
し
て
寓
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

春
秋
左
他
離
題
略

履
軒
先
生
撰

履
軒
先
生
撰
、
山
田
寛
校
正

第
十
七
琥
遺
書
目
「
―

1
0
1
」
攀
看
、
是
の
書
弘
化
三
年
唐
津
藩
山
田
寛
（
字
士
粟
、
一
齋
門
人
）
の
板
行
に

係
る
、
巻
首
に
佐
藤
一
齋
の
弘
化
三
年
作
る
所
の
序
あ
り
、
巻
尾
に
校
正
者
の
跛
が
あ
る
。

履
軒
先
生
撰

一
九

明
活
四
十
四
年
懐
徳
堂
記
念
會
に
於
て
印
行
せ
る
・
「
懐
徳
堂
遺
書
」
中
の
一
で
あ
る
、
第
十
七
腕
遺
書
目
「
一

八
四
」
蓼
看
、
是
は
西
村
碩
園
先
生
の
奮
蔵
で
、
同
先
生
の
朱
批
が
あ
る
、
賓
重
す
べ
し
。

第
十
七
腕
遺
害
目
「
一
八
六
」
「
一
八
七
」
睾
看
、
是
は
前
記
の
周
易
逢
原
と
同
じ
く
伊
丹
の
岡
田
利
兵
衛
氏

が
昭
和
二
年
に
印
行
し
た
も
の
で
、
三
村
昆
山
の
手
寓
本
を
底
本
と
し
、
更
に
水
哉
館
の
原
本
に
よ
り
て
校

正
を
加
へ
て
あ
る
、
巻
末
に
中
井
黄
裳
先
生
の
校
勘
記
あ
り
。

慎
礁
堂
先
賢
著
述
書
目

論

語

逢

原

同 周

易

逢

原

附
、
大
學
維
議

同

履
軒
先
生
撰

共
二
冊
（
一
套
）

四
冊

六
巻
六
冊

活
字
本
三
冊
一
套

抄
本
三
冊
一
套



入
〇 兌

史

記

離

題

同

履
軒
先
生
撰
、
竹
島
賀
山
先
生
纂
輯
、

中
井
柚
園
先
生
校
正

同

抄
本
二
十
四
巻
五
冊

同

一
冊

犬

闘

名 共 装

服 深

衣

岡

解

典

忌

第
十
七
披
遺
書
目
「
一
九
九
」
参
看
。

第
十
七
琥
遺
害
目
「
二
三
一
」
攀
看
゜

第
十
七
琥
遺
書
目
「
二
三
五
」
翠
看
、
前
者
は
京
都
の
人
小
西
某
（
奮
書
堂
門
人
）
の
抄
寓
に
係
る
、
而
し

て
尚
是
に
は
同
先
生
の
亥
字
説
、
簡
筵
、
姓
氏
断
の
三
篇
を
合
せ
綴
ぢ
て
あ
る
、
後
者
は
誰
人
の
抄
寓
か
明

か
で
な
い
。

膜

接

懐
練
堂
先
賢
著
述
書
目

再
校
七
経
離
題
略
璽
記
之
部

履
軒
先
生
撰

履
軒
先
生
撰

履
軒
先
生
撰
、
寒
泉
先
生
題
箋

履
軒
先
生
撰

抄

本

一

冊

抄
本
一
冊
~

抄
本
一
冊

衆
屋
堂
の
刊
行
に
係
る
。
（
痰
行
年
月
不
明
）
七
冊
の
内
五
冊
は
、
履
軒
先
生
の
離
題
で
あ
る
が
、
後
の
二
冊

は
補
遺
と
し
て
和
歌
山
の
儒
者
志
賀
節
惹
が
消
儒
の
説
を
抄
録
し
た
も
の
を
載
せ
て
あ
る
、
第
十
七
琥
遺
書

目
「
二

0
二
」
登
看
。

七
冊

―1
0
 



全 /‘ . 入

．
 

履
軒
先
生
の
離
題
と
名
づ
け
ら
る
ヽ
も
の
、
七
継
離
題
以
外
、
別
行
の
も
の
は
極
め
て
稀
で
、
概
ね
書
物
の

上
頭
に
書
入
れ
さ
れ
た
ま
A

の
も
の
を
便
宜
上
離
題
と
名
づ
け
て
居
る
が
、
是
は
文
化
五
年
に
門
人
竹
島
賀

山
が
、
書
入
れ
さ
れ
た
説
の
み
を
書
下
し
て
編
輯
し
た
も
の
で
、
巻
首
に
早
野
橘
隧
の
序
、
巻
尾
に
三
村
昆

山
の
跛
が
あ
る
、
本
堂
所
蔵
西
村
碩
園
先
生
の
小
天
地
閣
叢
書
坤
集
に
牧
む
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
二

0
七」

参
看
゜

史

記

評

林

離

題

履
軒
先
生
用
ふ
る
所
の
書
と
同
じ
く
、
和
刻
の
史
記
評
林
本
を
用
ひ
て
、
こ
れ
に
離
題
を
寓
し
た
も
の
で
あ

る
、
伊
藤
有
不
為
齋
ー
の
奮
蔵
に
係
る
。

第
十
七
琥
遺
書
目
「
―

1
0
七
」
蓼
看
、
是
は
零
本
で
、
た
ゞ
巻
十
四
及
び
巻
十
五
（
伯
夷
列
博
よ
り
荀
卿
博

に
至
る
）
の
二
冊
を
抄
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。

履

軒

先

生

撰

、

早

野

橘

隧

先

生

寓

、

十

五

冊

戦

國

策

諏

椋

離

題

三

村

毘

山

先

生

書

入

履
軒
先
生
の
首
書
に
係
る
原
本
は
散
侠
し
て
博
は
ら
な
い
が
、
是
の
書
は
履
軒
先
生
用
ふ
る
所
の
原
本
と
同

一
の
も
の
に
相
違
な
い
、
飽
彪
注
の
和
刻
本
を
用
ひ
、
こ
れ
に
共
の
離
題
を
寓
し
た
も
の
で
あ
る
、
是
の
書

有
不
為
齋
の
奮
蔵
に
係
る
、
巻
端
に
伊
藤
介
夫
先
生
の
書
後
一
篇
が
附
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と

此
の
書
上
下
左
右
に
墨
書
し
、
註
字
を
朱
抹
す
る
も
の
は
、
早
野
橘
隧
先
生
が
、
離
題
を
手
寓
し
た
も
の
で
、

共
の
別
本
と
校
饂
し
、
或
は
見
る
所
を
書
す
る
に
、
、
朱
墨
を
以
て
し
た
も
の
は
、
三
村
嵐
山
先
生
の
手
書
に

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

史

記

離

題

履
軒
先
生
撰
、
三
村
毘
山
先
生
手
寓

履
軒
先
生
撰

三
十
冊

抄
本
二
冊



令

同

入
六

語

企 入
四

通

同

抄
本

板
本

三
冊

三
冊
笛
入

荘

子

離

題

老

子

離

題

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

履
軒
先
生
撰
、
三
村
嵐
山
先
生
寓
、

伊
藤
介
夫
先
生
書
入

係
る
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

履
軒
先
生
撰

履
軒
先
生
と
同
じ
く
林
希
逸
の
口
義
本
を
用
ひ
て
、
北
へ
の
離
題
を
欄
外
に
寓
し
た
も
の
で
あ
る
、
有
不
為
齋

の
奮
蔵
に
係
る
、
巻
端
に
伊
藤
介
夫
先
生
の
書
後
一
篇
が
あ
る
、
共
の
内
に
、
「
此
書
も
と
巻
五
よ
り
八
巻
に

至
る
合
せ
て
四
巻
が
閾
け
て
居
た
か
ら
、
並
河
本
を
借
り
て
之
を
補
寓
し
、
始
め
て
完
本
と
な
っ
た
、
而
し

て
是
の
書
中
、
墨
書
朱
抹
は
皆
離
題
に
係
る
が
、
余
が
見
る
所
あ
る
は
則
ち
或
は
藍
書
を
以
て
し
、
或
は
「
和

按
」
と
署
し
、
ま
た
共
の
前
人
の
説
を
引
く
所
は
、
必
ず
共
の
書
名
姓
氏
を
記
し
て
、
離
題
と
相
滑
胤
し
な

い
様
に
し
た
」
と
記
し
て
あ
る
。

履
軒
先
生
撰

十
冊

是
の
書
手
稿
本
は
散
侠
し
て
存
し
な
い
が
、
恐
ら
く
原
本
は
別
行
の
も
の
で
な
く
、
林
注
本
の
上
頭
に
首
書

し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
、
そ
れ
を
門
人
が
別
に
書
下
し
て
、
老
子
離
題
と
名
づ
け
た
も
の
が
世
に

行
は
れ
て
居
る
、
姦
に
掲
げ
た
も
の
は
日
本
儒
林
叢
書
第
六
冊
に
牧
め
た
も
の
で
、
叢
書
本
は
帝
國
薗
書
館

所
蔵
本
に
撼
っ
た
と
い
ふ
。
一
々
章
名
を
掲
げ
て
老
子
の
所
説
に
批
評
を
下
し
、
且
つ
林
註
の
誤
を
正
し
、

自
説
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
冊



九一

第
十
七
琥
遺
書
目
「
一

0
0
」
及
び
「
ニ
ニ
ニ
」
参
看
、
前
者
は
、
遺
書
目
「
一

0
0
」
の
板
本
で
、
共
の

内
容
同
じ
、
た
ゞ
早
野
橘
臨
及
び
清
水
中
洲
の
序
が
、
相
前
後
す
る
の
み
、

後
者
は
「
懐
徳
堂
薗
害
記
」
の
印
記
が
あ
る
の
で
、
奮
懐
徳
堂
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
、
遺
書
目
「
ニ

ニ
―
-
」
を
底
本
と
し
て
、
毎
半
葉
十
行
、
行
毎
に
二
十
字
に
書
か
れ
て
居
る
が
、
紗
者
は
誰
人
か
明
か
で
な

い
、
而
し
て
是
は
並
河
寒
泉
先
生
門
人
渡
邊
某
が
本
堂
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、
函
蓋
襄
に
は
編
者
の
恩
師
市

村
盈
缶
先
生
（
寒
泉
先
生
高
弟
）
が
、
明
治
十
九
年
四
月
識
語
を
書
か
れ
て
居
る
、
尚
是
の
書
、
寒
泉
先
生

門
人
森
訥
氏
が
註
を
書
い
て
明
活
十
，
七
年
印
行
し
た
も
の
が
、
多
く
行
は
れ
て
居
り
、
ま
た
拙
修
齋
叢
害
中

に
も
牧
め
ら
れ
て
居
る
。

履
軒
先
生
撰

第
十
七
琥
遺
書
目
「
二
三
四
」
蓼
看
、
抄
者
不
明
。

履
軒
幽
人
文
稿
漫
録

履
軒
先
生
撰

履
軒
先
生
撰

一
冊
（
抄
本
）

第
十
七
琥
遺
書
目
「
二
ニ
三
」
蓼
看
、
共
の
内
容
同
じ
、
紗
者
は
明
か
で
な
い
、
後
者
は
前
者
の
績
編
と
同

じ
も
の
で
あ
る
が
、
誤
字
が
多
い
。

抄
本
二
巻
一
冊

前
記
の
奨
帯
季
編
を
寓
し
て
、
抄
者
が
斯
く
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
斃
帯
に
牧
め
て
な
い
も
の
も
十
三

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

き

槃

帯

績

編

全

履

軒

槃

帯

入
入

偲

疑

小

史

同

正
編
二
巻
二
冊
、
績
編
一
云
8

五
冊
（
抄
本
）

二
冊
、
季
編
二
巻
一
冊
、
共

抄
本
一
冊



九
四 空 在

懐
錨
堂
先
賢
著
述
書
目

篇
あ
る
、
何
人
の
寓
し
た
も
の
か
明
か
で
な
い
が
、
柴
升
及
び
緒
飼
敬
所
の
批
評
が
慮
々
入
っ
て
居
る
。

H
堂

緋

論

履

軒

先

生

撰

抄

本

三

冊

前
項
の
「
履
軒
幽
人
漫
録
」
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
が
、
只
六
篇
少
な
い
、
書
名
は
紗
者
の
名
づ
く
る
所
で
、

何
人
か
未
だ
詳
か
で
な
い
。

九
ヂ
百

履
軒
先
生
撰

抄
本
二
冊

抄
本
二
冊

華
脊
國
歌
合
（
第
十
七
琥
遺
書
目
「
二
四

0
」
蓼
看
）
年
日
の
旅
（
同
「
二
四
九
」
睾
看
）
華
脊
藝
語
（
同
「
二
四
二
」

参
看
）
及
び
百
首
考
、
破
腹
巻
記
を
牧
む
。

鉛
印
本
一
冊

履
軒
先
生
撰

是
の
書
は
明
治
二
十
五
年
中
井
木
菟
麻
呂
先
生
の
印
行
に
係
る
活
字
本
で
あ
る
、
共
の
手
稿
本
は
早
く
散
侠

し
た
も
の
ら
し
い
、
奥
書
に
懐
徳
堂
門
人
清
水
中
洲
（
仙
憂
藩
士
、
名
は
原
、
字
は
士
進
、
別
に
含
章
齋
と

銃
す
）
の
識
語
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
闘
白
鷹
司
政
道
公
が
是
の
書
を
見
た
い
と
い
ふ
の
で
、
共
の
臣

革
島
兵
庫
を
し
て
之
を
懐
徳
堂
に
借
ら
し
め
た
が
、
已
に
是
の
時
手
稿
本
は
失
は
れ
て
居
た
、
因
て
ー
中
洲
は

履
軒
門
人
竹
島
立
雪
（
賀
山
）
が
謄
寓
し
た
所
の
も
の
を
蔵
し
て
居
た
の
で
、
之
を
借
覧
に
供
し
た
と
共
の

由
を
記
し
て
あ
る
、
郎
ち
此
の
鉛
印
本
は
之
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

首

贅

々

履
軒
先
生
和
文
集

履
軒
先
生
撰

第
十
七
琥
遺
書
目
「
ニ
ニ
六
」
蓼
看
゜

履

軒

古

風

永

ニ
四



生^

奮
懐
穏
堂
門
人
小
西
某
の
寓
し
た
も
の
で
、
左
記
四
茅
議
の
外
に
濱
の
屋
、
貢
獣
、
公
領
、
柔
遠
の
四
篇
を

附
し
て
あ
る
が
何
れ
も
網
世
の
文
で
あ
る
、
而
し
て
悼
刑
茅
議
は
遺
書
中
に
共
の
手
稿
本
（
第
十
七
琥
且
録

「
二
四
一
―
-
」
参
看
）
が
あ
る
が
、
他
は
存
し
な
い
も
の
で
あ
る
、
慎
刑
茅
議
は
穏
川
時
代
の
刑
法
に
就
て
論
じ

た
る
も
の
で
、
家
康
の
時
定
め
た
制
度
を
謳
歌
し
て
あ
る
、
均
田
茅
議
は
小
作
人
の
苦
を
去
ら
ん
が
為
に
均

田
の
法
を
用
ゆ
る
事
を
論
じ
た
る
も
の
、
攘
斥
茅
議
は
佛
法
排
斥
論
で
、
現
在
の
祉
寺
に
制
を
設
け
、
後
来

こ
れ
を
破
職
ず
べ
き
事
を
論
議
し
た
も
の
、
浚
河
茅
議
は
漢
文
で
書
か
れ
て
あ
る
、
淀
川
の
浚
渫
と
堤
防
工

事
と
を
議
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
外
附
録
の
四
篇
、
濱
の
屋
は
大
阪
の
河
岸
に
濱
納
屋
を
建
て
、
人
こ
れ

に
住
む
様
に
な
り
た
る
為
火
災
多
く
な
り
た
る
を
言
ひ
、
貢
献
は
大
小
の
諸
侯
が
将
軍
家
に
飲
鑽
の
類
を
貢

獣
す
る
の
害
を
述
べ
た
も
の
、
公
領
は
こ
れ
あ
る
が
為
に
風
俗
悪
し
く
な
る
を
以
て
、
諸
侯
の
私
領
と
な
る

べ
き
を
論
ず
、
柔
遠
は
唐
土
と
交
易
す
る
に
、
支
那
よ
り
は
薬
、
日
本
よ
り
は
書
籍
を
最
善
と
す
、
黒
砂
糖

は
大
害
あ
れ
ば
、
琉
球
よ
り
送
る
事
を
禁
ず
る
こ
と
、
朝
鮮
の
聘
使
は
到
馬
だ
け
と
す
る
事
な
ど
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。

懐
徽
堂
先
緊
著
述
書
目

四

茅

議

是
の
書
は
定
家
卿
の
百
人
一
首
を
解
秤
し
た
も
の
で
、
賀
茂
奥
淵
の
説
に
憬
ら
ぬ
所
か
ら
、
獨
特
の
自
説
を

螢
し
た
も
の
で
、
巻
首
に
自
序
及
び
百
首
考
あ
り
、
以
下
一
首
々
々
精
細
な
る
解
を
施
し
て
あ
る
、
何
年
に

著
は
し
た
も
の
か
年
月
明
か
で
な
い
、
尚
是
に
は
巻
尾
に
中
井
木
菟
麻
呂
先
生
の
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
編
目
録

が
附
載
さ
れ
て
居
る
、
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
で
あ
る
。
．

履
軒
先
生
撰

二
五

抄
本
一
冊



九
九 矢 九

七

第
十
七
琥
遺
害
目
「
二
五
五
」
参
看
。

李

選

唐

詩

諄

解

経 述

履
軒
先
生
撰

履
軒
先
生
撰

占
一庸・

第
十
七
琥
遺
書
目
「
二
六
八
」
参
看
、
但
し
七
言
絶
句
十
四
首
の
み
で
、
五
言
の
方
は
な
い
、
古
林
見
宜
（
齋

腕
来
蘇
館
）
の
後
人
が
抄
し
た
も
の
で
あ
る
。

1
0
0

和
夏
年
表
内
外
篇

慎
徳
堂
遺
書
に
は
有
和
年
表
内
篇
一
冊
（
第
十
七
琥
遺
書
目
「
八
七
」
蓼
看
）
よ
り
な
い
が
、
是
は
外
篇
が
あ

つ
て
、
東
周
の
平
王
の
洛
邑
遷
都
よ
り
起
り
、
清
朝
康
熙
廿
二
年
伐
豪
淘
ま
で
記
さ
れ
て
あ
る
、
抄
者
は
明

か
で
な
い
が
、
筆
蹟
よ
り
見
て
門
人
早
野
橘
隧
か
と
思
は
れ
る
。

1
0
一
履
軒
先
生
書
唐
詩
選

右
は
全
部
草
害
に
て
唐
紙
に
唐
詩
選
中
七
言
絶
句
十
八
首
、
五
言
律
十
首
が
書
か
れ
て
居
る
、
落
歎
は
な
い
、

竪
一
尺
三
寸
、
横
八
寸
二
分
。

1
0
―
―
履
軒
先
生
書
拓
本

'
闘

第
十
七
琥
遺
害
目
「
二
五

0
」
翠
看
゜

界

履
軒
先
生
撰

抄
本
二
冊

一
帖
（
笞
入
）

抄
本
一
冊

抄
本
一
冊

龍

篇

履
軒
先
生

抄
本
一
冊

懐
穂
堂
先
賢
著
述
書
目

――六



懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

。

-
0
四

客

中

雑

草

右
は
履
軒
先
生
が
程
伊
川
の
四
筑
銘
、
呂
典
叔
の
克
己
銘
及
び
張
横
渠
の
東
西
銘
を
行
書
に
書
い
た
法
帖
で
、

文
化
五
年
夏
六
月
咬
菜
嵩
に
菓
刻
す
、
剤
鯛
氏
佐
藤
水
石
、
中
川
化
童
と
あ
り
、
終
に
同
年
十
月
作
る
所
の

早
野
橘
隧
の
跛
が
附
し
て
あ
る
。

1
0
1
―
―
履
軒
先
生
著
述
抄
本

七
純
離
題
略
論
語
二
冊
抄
者
不
詳
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
―

1
0
四
」
参
看
。

左
博
離
題
略
一
冊
早
野
橘
隧
先
生
寓
ヵ
、
文
公
十
八
年
に
て
終
る
、
遺
書
目
録
第
「
二

0
1
」
彦
看
゜

孟
子
離
題
略
二
冊
抄
者
不
明
、
遺
害
目
「
―

1
0
五
」
蓉
看
＿

典
膜
接
一
冊
中
井
柚
園
先
生
寓
ヵ
、
遺
書
目
「
一
九
九
」
睾
看
゜

履
軒
敷
聞
一
冊
、
同
一
冊
前
者
は
竹
島
賀
山
抄
す
る
所
、
後
者
は
抄
者
不
明
、
遺
書
目
「
二
五
七
」
参
看
゜

鰹
界
圏
一
冊
竹
島
簑
山
の
抄
す
る
所
、
遺
書
目
「
二
五

0
」
差
看
゜

通
語
三
冊
一
套
、
同
一
二
冊
前
者
は
竹
島
贅
山
の
抄
す
る
所
、
後
者
は
頗
る
履
軒
先
生
の
筆
意
に
似
た
り
、

或
は
早
野
橘
隧
の
批
年
の
筆
に
係
る
か
、
遺
書
目
「
ニ
―
―
―
-
」
蓼
看
。

履
軒
蝠
言
三
冊
抄
者
不
明
、
遺
書
目
「
ニ
ニ
四
」
差
看
。

履
軒
外
集
一
冊
遺
書
目
「
二
三
七
」
参
看
、
月
可
録
を
牧
む
。

六
種
徽
、
附
六
仙
徽
、
古
都
多
飛
、
一
冊
早
野
橘
臨
先
生
寓
ヵ
、
遺
書
目
第

以
上
共
に
有
不
為
齋
の
奮
蔵
に
係
る
。

中
井
蕉
園
先
生
撰

二
七

抄

本

一

冊

「
二
四
五
、
二
五
四
」
蓼
看
、

十
種



1
0
1

蕉
園
先
生
拾
逍
録
外
篇
四
、
附
、
諸
修
維
篇
拾
輯
録

10~ 

懐
撫
堂
先
賢
著
述
書
目

蕉
園
先
生
が
伊
丹
、
池
田
に
遊
ん
だ
時
、
作
る
所
の
詩
六
十
五
篇
を
集
め
た
も
の
で
、
後
年
並
河
寒
泉
先
生

が
同
先
生
の
詩
文
稿
を
拾
輯
し
て
、
境
集
と
名
づ
け
た
が
、
共
の
中
に
牧
め
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

-
0
エ

離

晶

篇

附

、

同

自

註

蕉

園

先

生

撰

、

並

河

寒

泉

先

生

抄

抄

本

二

冊

第
十
七
機
遺
害
目
第
六
九
翠
看
、
も
と
寒
泉
先
生
の
蔵
書
で
、
本
篇
は
抄
者
を
明
か
に
し
な
い
が
、
一
宵
十

賦
の
前
後
篇
を
牧
め
、
自
註
一
冊
は
同
先
生
の
手
書
で
、
蕉
園
先
生
の
自
註
を
寓
し
て
あ
る
。

豆

＾

闊

非

漫

記

蕉

園

先

生

手

稿

瑕

綴

一

冊

害
堂
の
奮
例
と
し
て
、
季
冬
二
十
日
よ
り
孟
春
二
十
日
に
至
る
ま
で
休
業
す
る
の
で
、
共
の
間
に
作
っ
た
文

稿
（
詩
維
證
十
二
首
、
賦
四
篇
、
國
詩
一
章
）
を
牧
め
て
あ
る
、
題
箋
の
下
に
「
丙
子
之
冬
、
丁
丑
之
春
」

と
記
し
て
あ
る
が
、
自
在
は
誤
記
で
あ
ら
う
、
丙
子
丁
丑
は
賓
暦
六
年
七
年
で
、
蕉
園
は
ま
だ
生
れ
な
い
。

寒
泉
先
生
編
拉
害

四
種

蕉

園

先

生

著

述

抄

本

炎
窓
代
睡
一
冊
抄
者
未
詳
、
味
物
五
十
首
な
り
、
第
十
七
琥
遺
書
目
「
七
六
」
参
看
。

客
中
雑
詩
一
冊
抄
者
未
詳
、
國
部
の
街
叔
順
の
家
に
遊
ん
だ
時
の
詩
二
十
六
首
を
牧
む
、
（
並
河
寒
泉
先
生

編
す
る
所
塘
集
に
も
出
づ
）

墳
集
二
冊
抄
者
未
詳
、
並
河
寒
泉
先
生
の
編
輯
に
係
る
も
の
を
摘
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

墳
集
鈴
録
一
冊
抄
者
未
詳
。

以
上
有
不
為
齋
の
奮
蔵
に
係
る
。

ニ
八

一
冊



焼

―10
 ~
 蕉

園
先
生
の
本
集
に
洩
れ
た
詩
歌
雑
文
を
集
め
た
も
の
、
附
録
は
書
堂
並
に
書
堂
腸
係
の
雑
篇
を
拾
輯
し
た

i

も
の
で
あ
る
が
僅
か
で
あ
る
、
是
も
竹
山
先
生
の
拾
遺
録
と
同
じ
く
内
篇
と
共
に
尚
幾
冊
か
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
他
は
散
侠
し
た
、
も
と
大
和
淡
輪
家
の
書
庫
に
在
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
井
蕉
園
先
生
作
る
所
徐
長
卿
博
、
再
答
脇
子
善
害
、
答
尾
藤
學
士
書
の
三
篇
と
、
三
村
昆
山
先
生
（
履
軒

門
人
）
作
る
所
一
宵
十
賦
序
一
篇
と
を
牧
む
、
徐
文
を
除
き
他
は
並
河
寒
泉
先
生
の
書
で
あ
る
、
有
不
為
齋

の
奮
蔵
に
係
る
。

中
井
碩
果
先
生
撰
、
並
河
寒
泉
先
生
編
並
害

碩
果
先
生
の
各
證
詩
集
で
、
四
十
五
葉
あ
る
が
、
巻
末
が
少
し
闊
け
て
居
る
、
蕉
園
先
生
の
集
、
壌
集
と
共

に
寒
泉
先
生
の
編
輯
に
成
る
。碩

果
先
生
撰
、
寒
泉
先
生
編
並
書

是
は
各
開
に
整
理
せ
ら
れ
な
い
で
、
獲
る
に
随
ふ
て
寓
し
た
前
記
の
草
本
で
あ
る
。

――1

一

懐

徳

堂

夜

話

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

゜
集

碩
果
先
生
述
、
門
人
野
村
廣
善
筆
記

二
九

抄
本
一
一
巻
一
冊

右
は
天
保
七
年
九
月
二
十
二
日
よ
り
同
十
年
十
月
二
十
二
日
ま
で
、
碩
果
先
生
の
講
義
終
つ
て
、
色
々
雑
談

一
冊

集

1
0
~蕉
園
罠
山
雨
先
生
文

一
冊

抄
本
一
冊



―――
1

一
闘

―

―

工

華

筆

一

冊

巻
首
に
明
浩
七
年
初
秋
（
先
生
時
に
年
七
十
九
）
作
る
所
の
自
序
に
、
斯
の
篇
や
僻
は
則
ち
少
牡
、
筆
は
則

ち
老
老
、
こ
A

に
命
ず
る
所
以
な
り
、
比
日
奮
錬
底
を
閲
す
る
に
、
少
牡
の
日
或
は
思
を
述
べ
、
或
は
人
に

・
答
ふ
る
等
、
片
猪
寸
紙
草
本
あ
り
、
獲
る
に
隅
ひ
寛
る
に
随
ひ
淫
寓
し
以
て
吾
が
徒
に
胎
る
法
々
と
記
さ
れ

て
居
て
、
種
々
研
究
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
が
登
載
さ
れ
て
居
る
が
、
殊
に
共
の
内
に
一
部
分
證
記
、
春
秋

翁

竜

懐
練
堂
先
賢
著
述
書
目

ニ
四
寒
泉
先
生
遺
稿

゜

せ
ら
れ
た
る
中
に
、
面
白
い
有
盆
な
話
が
あ
っ
た
の
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
、
半
葉
十
行
、
行
毎
に
二
十

二
三
字
、
凡
て
四
十
七
葉
、
因
に
是
の
書
は
昭
和
十
二
年
「
懐
徳
」
第
十
五
琥
に
附
録
と
し
て
印
行
し
た
。

碩
果
先
生
朱
評

並
河
寒
泉
先
生
撰
手
稿
本
一
一
一
冊

寒
泉
先
生
の
詩
文
稿
本
は
非
常
に
大
部
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
淡
輪
家
本
が
賣
立
て
ら
れ
た
時
ば
ら

l
＼
に

な
っ
て
散
侠
し
た
、
手
稿
本
三
冊
は
共
の
中
の
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
抄
本
三
冊
は
並
河
家
に
保
存
せ
ら
れ

て
居
る
手
稿
本
を
借
り
て
寓
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
完
本
で
は
な
い
、
文
の
方
は
極
く
僅
か
で
詩
の
方
が
多

ぃ゚

寒
泉
先
生
手
稿

抄
本
三
冊
共

六
冊
二
峡
）

詩

碩
果
先
生
嘗
時
行
は
れ
た
闘
詩
の
一
で
あ
る
、
虞
美
人
と
い
ふ
題
で
一
先
の
韻
を
限
り
、
竹
山
門
の
池
上
梅

岸
、
中
井
藍
江
、
森
岡
睾
樹
等
六
人
の
詩
を
載
せ
、
而
し
て
共
の
一
首
毎
に
共
の
優
劣
を
論
じ
た
碩
果
先
生

自
筆
の
朱
評
が
入
っ
て
居
る
。

1
0
 

h
 

一血



――入 ――心

左
氏
博
等
継
書
の
錯
簡
説
が
録
せ
ら
れ
て
あ
る
の
は
面
白
い
、
寒
泉
先
生
に
は
別
に
「
錯
簡
録
」
と
い
ふ
著

述
が
あ
っ
て
、
書
堂
先
儒
の
説
を
網
羅
し
た
も
の
が
あ
る
由
で
あ
る
が
、
今
に
見
常
ら
な
い
、
是
の
書
も
淡

輪
家
の
書
庫
に
在
っ
た
も
の
で
あ
る
。

寒
泉
先
生
手
稿

寒
泉
先
生
手
稿

夜
半
窟
め
て
窮
ね
ず
、
乃
ち
詩
を
思
ふ
、
履
軒
先
生
の
故
智
を
襲
ふ
て
、
千
字
文
の
字
を
首
に
冠
し
て
五
絶

一
首
を
賦
し
次
に
和
歌
一
首
を
作
る
、
夕
又
一
夕
、
詩
歌
積
ん
で
共
に
二
百
首
を
得
た
、
字
は
則
ち
百
、
以

て
小
限
と
す
云
々
と
記
し
た
文
久
三
年
仲
冬
作
る
所
の
自
序
が
あ
っ
て
、
朱
字
で
詩
を
寓
し
、
黒
字
で
和
歌

が
寓
し
て
あ
る
。

辮嘗
時
は
な
ほ
妖
怪
楚
化
を
言
ふ
も
の
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
排
撃
し
た
書
で
あ
る
、
辮
狐
怪
、
辮
談
怪
、
辮

信
怪
の
三
篇
、
及
び
破
怪
三
篇
を
載
せ
、
終
に
、
懐
徳
堂
先
儒
の
遺
文
中
、
辮
怪
に
渉
る
も
の
（
蘭
洲
先
生

狐
妖
論
、
竹
山
先
生
典
荒
木
伯
湿
書
等
）
を
附
録
と
し
て
あ
る
、
弘
化
四
年
丁
未
仲
冬
著
は
す
所
、
毎
半
葉

二
十
字
、
行
毎
に
九
行
、
凡
て
四
十
葉
、
日
定
の
書
西
村
碩
園
先
生
奮
蔵
に
係
る
。

寒
泉
先
生
手
稿

作
文
通
法
、
麗
文
通
字
、
古
文
通
評
、
漢
文
通
和
の
四
篇
に
分
ち
、
椴
名
交
り
文
に
て
文
章
鎚
に
用
字
法
に

就
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
、
唯
引
用
文
中
に
帆
足
萬
里
著
は
す
所
の
修
僻
通
を
引
い
て
、
履
軒
先
生
の
著
と

し
て
あ
る
の
は
、
寒
泉
先
生
の
誤
記
で
あ
る
。

懐
礁
堂
先
賢
著
述
書
目

文

通 怪

―

―

六

半

夜

嚇

吟

三
冊

一
冊

一
冊



――――慰

寒
泉
先
生
編
館
書

伊
藤
東
涯
先
生
が
、
寒
泉
の
祖
先
誠
所
、
天
民
、
機
息
兄
弟
に
贈
っ
た
文
又
は
詩
を
共
の
集
中
か
ら
拾
集
し

た
も
の
で
あ
る
、
文
三
篇
、
詩
二
十
九
篇
゜

寒
泉
先
生
編
述

――
-
0

家

祗

先

哲

拾

逍

鋒

内

篇

一

冊

並
河
誠
所
、
同
天
民
、
同
説
齋
、
同
任
齋
、
同
巨
川
の
遺
文
を
拾
輯
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
寒
泉
先
生
が
慮

々
説
明
を
加
へ
て
あ
る
、
並
河
家
の
事
蹟
を
調
べ
る
に
は
何
れ
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
、
是
の
書
も
淡
輪
家

に
あ
っ
た
も
の
で
、
前
年
賣
却
さ
れ
た
際
散
胤
し
た
為
に
一
冊
よ
り
な
い
。

寒
泉
先
生
手
稿

椴
綴
一
冊

友

録

此
の
冊
を
編
し
た
意
は
、
冒
頭
の
「
竹
馬
班
如
胡
越
天
、
交
情
僅
有
雁
書
博
、
自
今
双
筆
染
斯
冊
、
欲
擬
連

抹
談
笑
筵
、
鳳
翌
拝
睛
和
」
と
あ
る
に
よ
っ
匹
鵬
る
、
安
政
五
年
七
八
月
頃
の
虎
列
拉
病
流
行
の
惨
及
び
嘗

時
途
上
聞
く
所
の
談
を
漢
文
に
て
六
條
記
し
た
も
の
で
、
共
の
年
九
月
二
十
一
日
の
筆
に
係
る
、
而
し
て
之

を
友
人
の
江
戸
に
在
る
原
某
に
送
り
、
共
の
人
の
筆
に
成
る
答
書
（
漢
文
）
八
條
が
附
さ
れ
て
居
る
、
短
篇

で
は
あ
る
が
、
中
に
面
白
き
資
料
が
多
い
、
此
の
虎
疫
に
儒
者
奥
野
小
山
や
篠
崎
訥
堂
が
斃
れ
た
事
の
見
え

て
居
る
の
は
共
の
一
つ
で
あ
る
。

―
―
―
―
―
寒
濤
庫
定
規
條

H

懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

―
―
九
家
世
交
誼
集

寒
泉
先
生
撰

明
治
二
年
懐
穏
堂
退
轄
後
、
寒
泉
先
生
は
同
四
年
櫻
宮
に
寒
濤
厖
塾
を
開
き
、
子
弟
を
教
授
さ
れ
た
、

共
の
時
の
定
害
で
あ
る
が
、
や
は
り
懐
徳
堂
の
規
定
を
緞
承
し
た
も
の
で
、
全
文
十
六
條
よ
り
成
る
c

一
綴

一
冊

是
は



――――――寮

口

上

覺

草

稿

三
四
難
波
な
か
づ
か
み

寒
泉
先
生
手
稿

椴

綴

一

冊

椴
綴
一
冊
~

寮
内
に
掲
げ
ら
れ
た
壁
書
で
あ
る
、
寒
泉
先
生
が
数
授
の
時
に
定
め
ら
れ
た
日
課
で
あ
ら
う
。
蓼
考
の
為
左

に
記
す
。

朝

讀
書
、
質
問
下
讀
（
但
し
翌
日
の
分
な
り
）
、
學
字
（
冊
敷
五
冊
以
上
）
、
質
問
（
前
日
の
下
讀
の

虞
な
り
）
、
背
寓
（
五
十
字
以
上
）
、
背
誦

午
後
背
誦
習
學
（
以
成
誦
為
限
）
、
濫
故
讀
、
背
寓
習
學
、
新
讀
濫
故
、
洋
書
（
三
日
メ
）
、
蒙
養
篇

寓
字
一
紙

休
日
新
受
温
讀
（
一
枚
よ
り
三
枚
迄
五
反
、
三
枚
以
上
一
反
）
、
讀
軍
談
（
五
枚
）
、
寓
字
（
一
枚
）

午
後
軍
談
(
+
枚
）
、
寓
字
（
二
枚
）

竪
八
寸
三
分
、
横
三
尺
四
寸
、寒

泉
先
生
手
稿

ナ
カ
ヅ
カ
｀
ヽ

文
久
二
年
正
月
難
波
の
南
に
子
飼
の
豹
が
見
槻
物
に
出
た
と
い
ふ
由
来
に
就
て
、
横
濱
の
遊
女
が
義
烈
を

歌
ふ
た
戯
作
も
の
で
あ
る
、
凡
て
四
葉
。

―
―
―
工
歎
願

懐
撫
堂
先
賢
著
述
書
目

中

H

課

寒
泉
先
生
手
稿

某
太
守
に
三
十
年
末
講
席
に
出
で
、
年
々
目
録
を
戴
け
る
が
、
最
早
老
齢
な
る
故
之
を
僻
す
る
旨
を
記
せ
る

明
浩
二
年
四
月
某
侯
用
人
野
波
八
蔵
宛
の
歎
願
書
草
稿
で
あ
る
、
紙
敷
凡
て
四
葉
。

一
枚



一
元
聞

三
六
升

並
河
天
民
先
生
謂
義
、
並
河
機

息
先
生
記
聞
、
寒
泉
先
生
題
箋

右
は
寒
泉
先
生
の
蔵
書
で
あ
る
、
天
民
先
生
は
書
堂
と
直
接
の
闘
係
は
な
い
が
、
共
の
兄
は
誠
所
先
生
で
、

書
堂
の
助
教
だ
っ
た
事
も
あ
る
、
學
問
は
天
民
の
影
響
を
受
け
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
か
ら
、
此
粛
に
牧
め
る

事
に
し
た
、
中
庸
と
書
純
と
の
講
義
筆
記
で
、
機
息
は
天
民
の
弟
で
あ
る
、
是
の
書
も
淡
輪
家
か
ら
出
た
も

の
で
、
此
の
他
に
尚
幾
冊
か
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
惜
し
い
か
な
散
侠
し
た
。

盤
街
は
寒
泉
先
生
の
子
で
、
名
は
尚
一
、
字
は
有
動
、
書
堂
の
助
敦
だ
っ
た
が
、
明
浩
元
年
年
僅
に
二
十
に

し
て
歿
し
た
、
天
才
的
な
人
で
あ
っ
た
、
日
定
の
書
は
故
紙
を
用
ひ
て
記
さ
れ
た
詩
の
草
稿
で
あ
る
、
別
に
復

文
を
課
せ
ら
れ
た
時
の
草
稿
一
冊
が
あ
る
。

―
―
―
入
蛋
街
先
生
残
稿

父
寒
泉
先
生
よ
り
課
せ
ら
れ
た
記
事
記
文
の
残
稿
で
、
寒
泉
先
生
の
朱
批
が
入
っ
て
居
る
。

盤
街
先
生
録

右
は
盤
街
先
生
が
十
六
七
歳
の
頃
、
父
寒
泉
先
生
よ
り
四
害
五
継
、
小
學
、
蒙
求
等
の
講
義
を
聞
き
、
字
句

の
解
秤
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

斯

鋒

椴
綴
二
十
三
冊

゜

―
―
―
七
蛋
街
先
生
詩
稿
草
本

堂

記

懐
撫
堂
先
賢
著
述
書
目

開

手
稿
本 並

河
盤
街
先
生
手
稿

椴
綴
四
冊

零
本
椴
綴
一
冊

二
冊

一四



゜

―
―
―
-
―
―
翁
之

文

―――――山
有
不
為
齋
奮
蔵
に
係
る
、
山
家
集
中
の
歌
三
十
餘
首
を
薄
葉
に
書
い
た
も
の
で
、
奥
に
加
藤
竹
里
の
左
の
識

語
が
あ
る
。

山
家
集
中
敷
十
首
、
富
永
芳
春
翁
所
害
也
、
翁
之
國
字
、
階
梯
於
荒
木
氏
、
更
出
新
意
、
風
流
閑
雅
、
自

成
一
家
、
龍
造
於
古
人
之
域
、
賓
藍
出
哉
、
今
観
此
帖
、
翁
之
氣
韻
、
謡
然
可
掬
突
、
古
人
云
、
書
似
共

為
入
、
於
翁
乎
有
焉
、
明
和
戊
子
（
五
年
）
春
日
、
加
藤
景
範
識
、

是
の
書
は
神
儒
佛
三
教
の
外
に
別
に
誠
の
道
あ
る
事
を
瑕
名
文
で
論
じ
た
同
先
生
特
識
の
文
字
で
あ
る
、
元

文
三
年
十
一
月
成
っ
た
も
の
で
、
本
文
及
び
序
文
を
併
せ
三
十
七
葉
、
是
の
害
も
と
學
者
間
に
散
亡
し
た
か

の
疑
を
懐
か
し
め
た
が
、
大
正
甲
子
京
都
の
編
田
吟
風
學
士
が
共
の
原
本
を
獲
ら
れ
た
、
そ
れ
を
内
藤
湖
南

懐
礁
堂
先
賢
著
述
書
目

家

集

帖

。

―――-
0

中
村
良
齋
先
生
行
朕

富
永
芳
春
先
生
撰

一五

抄
本
一
冊

良
齋
は
通
稲
三
星
屋
武
右
衛
門
と
稲
し
、
懐
稼
堂
創
立
の
際
の
五
同
志
の
一
人
で
あ
る
、
共
の
人
の
行
朕
を

同
じ
五
同
志
の
一
人
た
る
芳
春
先
生
が
椴
名
文
に
て
記
し
た
も
の
、
碩
園
先
生
の
小
天
地
閣
叢
書
中
、
「
懐
穂

堂
記
録
」
内
に
牧
め
て
あ
る
。芳

春
先
生
書

富
永
仲
基
先
生
撰

影
印
一
冊
一
峡

椴

綴

一

帖



―――-――ー出

一
写
四
論

―――-工

佛
典
研
究
の
方
法
を
論
じ
た
有
名
な
書
で
、
是
の
書
板
本
に
原
刊
本
と
補
刻
本
と
か
あ
る
、
是
は
後
者
で
自

序
の
文
が
草
書
に
な
っ
て
居
る
。

是
の
害
は
仲
基
先
生
の
友
井
狩
雪
渓
（
名
は
線
、
字
季
群
、
大
阪
の
人
）
が
荻
生
祖
彼
の
論
語
徴
を
辮
駁
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
共
の
内
に
「
仲
基
曰
」
と
し
て
補
説
を
加
へ
た
も
の
二
十
二
箇
條
あ
る
の
で
、
同
先
生

の
著
述
散
亡
し
て
多
く
見
る
を
得
ざ
る
際
、
姦
に
掲
ぐ
る
事
に
し
た
、
因
に
こ
れ
を
抄
録
し
た
も
の
は
、
「
懐

徳
」
第
十
一
琥
に
「
富
永
仲
基
の
論
語
徴
駁
説
」
と
し
て
載
せ
て
あ
る
。

加
藤
竹
里
先
生
撰

竹
里
先
生
は
石
惹
及
び
甍
惹
雨
先
生
の
門
人
で
、
國
學
に
秀
で
た
人
で
あ
る
、
名
は
最
範
、
字
は
子
常
、
竹

里
は
共
の
琥
で
あ
る
、
日
定
の
書
は
山
城
國
葛
野
郡
川
島
村
の
孝
子
義
兵
衛
の
行
朕
を
國
文
に
て
記
し
た
も
の

で
あ
る
、
巻
首
に
履
軒
先
生
の
序
あ
り
、
終
に
明
和
八
年
作
る
所
の
竹
山
先
生
の
跛
が
あ
る
、
懐
徳
堂
の
蔵

板
に
係
る
。

か
は
し
ま
も
の
が
た
り
（
革
島
語
）

。 語

徴

駁

井
狩
雪
漢
先
生
撰
、
仲
基
先
生
補
説

定

後

懐
撫
堂
先
賢
著
述
書
目

語

博
士
が
請
ふ
て
自
ら
波
璃
板
に
印
せ
ら
れ
、
世
に
嘉
恵
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
共
の
由
は
博
士
の
跛
文
に
詳
記

せ
ら
れ
て
居
る
。

仲
基
先
生
撰

一
冊

抄
本
十
巻
五
冊

二
冊

一六



―――-入――――九國

竹
里
先
生
編

一七

五
巻
合
本
一
冊

自
筆
本
二
帖

―
―
―
-
-
＾
｛
貰
践
和
歌
集

和
歌
の
類
を
以
て
題
の
歌
を
集
め
た
も
の
は
多
い
が
、
詞
害
を
以
て
寄
せ
集
め
た
も
の
は
な
い
の
で
、
代
々

の
集
の
詞
害
を
集
め
類
を
分
ち
、
賓
賤
集
と
名
づ
け
た
と
自
序
に
記
し
て
あ
る
、
寛
政
七
年
七
月
印
行
さ
れ

た
も
の
で
、
書
雖
に
岩
崎
徳
左
衛
門
、
加
藤
源
蔵
、
加
藤
清
右
衛
の
名
が
見
え
る
の
は
、
共
の
一
族
で
あ
ら

う
か
、
板
下
は
凡
て
同
先
生
の
筆
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
、
附
録
と
し
て
「
初
學
に
示
す
詞
書
の
心
得
」
一

篇
を
附
す
。

――1

一

七

十

題

百

首

竹

里

先

生

撰

抄

本

椴

綴

一

冊

天
象
、
地
儀
、
居
慮
、
鳥
、
獣
、
縁
、
草
、
木
、
人
事
、
紳
祇
の
十
題
を
設
け
、
和
歌
各
十
首
づ
A

詠
じ
た

”
も
の
で
、
安
永
九
年
初
冬
に
成
る
。

加
藤
竹
里
書
簡
集

大
阪
の
國
學
者
有
賀
長
牧
（
長
伯
の
孫
、
文
政
十
五
年
五
月
七
日
歿
、
年
六
十
三
）
の
家
に
あ
っ
た
も
の
で
、

是
は
長
牧
の
問
に
到
し
竹
里
の
答
へ
た
書
簡
を
帖
に
貼
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
長
牧
の
歌
に
批
正
を
加
へ
た

も
の
も
あ
れ
ば
、
＇
竹
里
の
歌
を
書
い
た
も
の
も
あ
っ
て
、
此
の
内
か
ら
竹
里
の
歌
を
拾
輯
し
て
歌
集
を
編
む

事
が
出
来
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

竹
里
先
生
手
抄

儒

維

著

椴

綴

三

冊

五
井
蘭
洲
、
中
井
竹
山
、
履
軒
、
物
祖
彼
、
室
鳩
巣
、
林
羅
山
、
藪
慎
惹
、
那
波
魯
堂
、
頼
春
水
、
田
中
仲

、

、

、

、

暢
、
三
宅
春
棲
等
の
先
賢
作
る
所
の
詩
文
を
牧
め
て
あ
る
が
、
共
の
中
に
竹
里
自
ら
作
る
所
の
詩
稿
五
十
二

懐
撫
堂
先
賢
著
述
書
目



一
四
〇

懐
碑
堂
先
賢
著
述
書
目

（
椴
綴
）
十
六
種

＼
•
-
予
八

篇
（
五
律
四
首
、
七
律
四
首
、
五
絶
五
首
、
七
絶
三
十
九
首
）
あ
る
は
珍
重
す
べ
し
、
有
不
為
齋
奮
蔵
。

竹
里
先
生
手
抄
本

尚
書
管
見
一
冊
竹
山
先
生
撰
、
第
十
七
琥
遺
書
目
三
二
睾
看
゜

西
岡
集
一
冊
竹
山
先
生
撰
、
同
遺
書
目
四
七
翠
看
゜

詩
律
兆
一
冊
竹
山
先
生
撰
、
奥
書
に
「
賓
暦
己
卯
初
冬
景
範
」
と
あ
り
、
別
項
第
四
四
翠
看
。

純
説
一
冊
竹
山
先
生
撰
、
河
圃
洛
害
辮
、
擬
典
朝
鮮
南
學
士
書
（
賓
暦
ナ
四
年
作
）
二
篇
を
牧
む
、
是
は

「
莫
陰
集
」
に
洩
れ
て
居
る
や
う
で
あ
る
。

災
後
葵
言
竹
山
先
生
撰
、
第
十
七
琥
遺
書
目
五
六
参
看
゜

三
貨
闘
彙
序
（
二
葉
）
竹
山
先
生
撰
、
莫
陰
集
に
出
づ
゜

緑
毛
饂
圏
題
言
（
二
葉
）
竹
山
先
生
撰
、
莫
陰
集
に
出
づ
。
＿

周
易
離
題
附
巻
一
冊
中
井
履
軒
先
生
撰
、
第
十
七
腕
遺
書
目
「
一
九
五
」
蓼
看
。

諧
韻
瑚
漣
一
冊
履
軒
先
生
撰
、
第
十
七
琥
遺
書
目
―
―
―
―
九
睾
看
゜

深
衣
圃
解
一
冊
履
軒
先
生
撰
、
第
十
七
琥
遺
書
目
一
三
ご
参
看
゜

原
祭
翻
胎
辮
二
篇
一
冊
康
軒
先
生
撰
、
原
祭
は
前
記
「
績
奨
帯
」
に
出
づ
、
諦
給
辮
は
前
記
「
履
軒
幽

人
漫
録
」
に
出
づ
゜

其
の
他
紗
出
し
た
も
の
に
、
連
化
一
冊
（
妙
法
連
華
鰹
巻
中
に
就
て
一
部
分
を
紗
出
し
、
ま
た
字
句
を
摘
解

し
た
る
も
の
）
史
記
四
葉
、
（
是
も
伯
夷
、
管
晏
、
老
子
外
十
餘
博
中
の
一
部
を
紗
出
し
、
虞
々
句
解
を
施
し

た
る
も
の
）
唐
詩
注
解
一
冊
（
柳
子
厚
、
劉
萬
錫
等
の
七
律
の
み
を
紗
出
し
た
る
も
の
、
紙
敷
十
九
葉
）
護

法
資
治
論
一
冊
（
森
尚
謙
不
染
撰
）
花
月
吟
連
珠
腔
十
首
（
二
葉
、
葛
子
琴
撰
）
の
五
種
が
あ
る
。



一
翌
橘

董

抄

本

二

冊

右
は
有
不
為
齋
の
奮
蔵
に
係
る
、
橘
速
先
生
の
詩
集
で
、
第
一
冊
宜
言
律
、
百
二
十
四
篇
、
第
二
冊
は
七
言

律
百
十
四
篇
を
牧
め
て
あ
る
、
是
の
書
原
来
―
―
一
冊
本
で
、
尚
五
七
言
絶
を
牧
め
た
も
の
一
冊
あ
る
筈
で
あ
る

か
、
闘
け
て
居
必
、
大
阪
蒲
田
利
郎
氏
が
共
の
手
稿
本
を
所
蔵
の
由
で
あ
る
が
、
ま
だ
覧
る
を
得
な
い
。

懐
礁
堂
先
賢
著
述
書
目

隧

骨

抄
本
六
巻
三
冊

是
の
書
は
山
片
婚
桃
先
生
の
集
で
、
詩
四
巻
文
一
一
巻
に
な
っ
て
居
る
、
巻
首
に
山
片
昭
山
仙
史
明
治
六
年
作

る
所
の
序
あ
り
、
撰
者
氏
名
は
長
谷
川
有
射
改
山
片
芳
秀
と
署
し
て
あ
る
、
尚
巻
端
に
故
内
藤
湖
南
博
士
が

是
の
書
を
獲
た
由
を
記
し
た
識
語
が
あ
る
。
同
博
士
蔵
本
を
借
り
、
本
堂
聰
講
生
酒
井
全
君
こ
れ
を
抄
寓
す
。

橘
隧
先
生
名
は
正
己
、
字
は
子
疲
、
橘
隧
又
は
反
求
、
反
堂
、
流
水
と
も
琥
し
た
、
仰
齋
の
子
で
履
軒
先
生

の
高
弟
で
あ
る
、
此
の
書
は
斐
季
昌
の
増
註
本
に
擦
り
て
、
誤
字
を
訂
し
、
ま
た
本
文
並
に
註
解
に
到
し
て

批
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
是
の
書
原
本
は
恐
ら
く
別
冊
で
な
く
、
書
籍
の
欄
外
に
首
書
さ
れ
た
も
の
を
、

何
人
か
ゞ
之
を
寓
し
て
、
履
軒
先
生
の
離
題
本
に
徴
ひ
、
斯
く
名
づ
け
た
も
の
で
あ
ら
う
、
有
不
為
齋
奮
蔵
。

。

一
四
―
―
-
＝
骸
詩
離
題

゜

一
四
一
草

稿

抄

山
片
蝠
桃
先
生
撰

早
野
橘
隧
先
生
撰

橘
認
先
生
撰

以
上
共
に
十
六
種
、
伊
藤
有
不
為
齋
の
奮
蔵
に
係
る
。

一九

抄
本
一
冊



竹
山
先
生
歿
後
は
、
橘
隧
先
生
が
詩
社
を
設
け
て
同
志
を
導
い
た
ら
し
い
、
時
々
題
を
課
し
て
二
人
を
組
合

せ
詩
を
闘
は
し
た
、
自
在
は
共
の
一
片
で
あ
る
、
螢
離
飩
と
か
鶴
離
洲
と
か
云
ふ
題
を
七
つ
出
し
て
、
之
に
到

し
て
、
同
人
の
岡
寅
齋
、
藤
田
如
水
等
十
人
が
作
っ
た
も
の
に
各
批
評
を
加
へ
た
も
の
で
、
何
れ
も
七
言
絶

句
で
あ
る
、゚

履

軒

先

生

行

朕

右
は
碩
園
先
生
の
小
天
地
閣
叢
書
乾
集
中
、
「
懐
徳
堂
記
録
」
冊
内
に
牧
め
て
あ
る
、
是
の
篇
撰
人
名
氏
を
著

は
さ
れ
な
い
が
、
原
本
の
筆
迩
を
按
ず
る
に
早
野
小
石
先
生
に
似
て
居
る
と
の
事
で
あ
る
、
小
石
は
橘
臨
の

子
で
、
名
は
艮
輔
、
字
は
士
序
、
小
石
又
は
思
齋
と
琥
し
た
、
詩
を
善
く
し
た
人
で
、
詩
稿
が
あ
る
筈
で
あ

る
が
、
散
亡
し
て
博
は
ら
な
い
。

昆
山
先
生
は
橘
隧
と
同
じ
く
履
軒
先
生
の
高
弟
で
、
名
は
原
、
字
は
子
逢
、
嵐
山
と
琥
し
た
、
日
定
の
書
は
戯

賊
に
渉
る
笑
話
一
百
敷
十
條
を
漢
文
に
て
記
し
た
も
の
で
、
同
先
生
の
識
語
に
よ
る
と
、
余
成
童
文
酢
を
學

ん
だ
が
、
尤
も
記
事
の
難
き
に
苦
ん
だ
、
因
て
耳
目
の
接
す
る
所
陳
ふ
て
之
を
筆
し
た
も
の
今
に
於
て
二
十

一
四
一
〈
花
間
笑 ゜

一翌 一
四
四
七

離

闘

語

懐
礫
堂
先
賢
著
述
書
目

，
 

詩

橘
隧
先
生
評
、
並
河
寒
泉
先
生
抄

早
野
小
石
先
生
撰
ヵ

三
村
昆
山
先
生
撰

抄
本
一
冊

四

0

一
冊

一
冊



一
竺
雑

記

一
磨
簑

贅
山
先
生
は
履
軒
門
の
竹
島
蕉
齋
の
子
で
、
名
は
衡
、
字
は
碕
先
、
立
雪
と
稲
し
た
、
同
じ
く
履
軒
先
生
の

門
人
で
あ
る
、
．
是
の
書
は
共
の
文
稿
で
、
小
笥
揺
方
録
序
、
釣
遊
記
等
十
三
篇
と
、
小
史
篇
と
題
し
、
常
山

紀
談
な
ど
を
漢
繹
し
た
る
も
の
五
十
餘
篇
を
載
す
、
伊
藤
有
不
為
齋
奮
載
に
係
る
。

書
堂
先
賢
の
詩
を
寓
し
た
小
冊
子
で
あ
る
が
、
抄
者
は
明
か
で
な
い
、
碩
果
先
生
嘗
時
の
人
ら
し
い
。

一
莞
大
日
本
史

H
録

安
永
元
年
二
月
竹
山
先
生
が
大
日
本
史
を
謄
寓
せ
し
め
て
校
讐
亦
障
ふ
て
畢
り
、
こ
れ
を
書
堂
に
備
へ
た
が
、

（
第
十
七
琥
遺
書
目
一

0
五
参
看
）
是
は
淡
輪
家
に
於
て
、
書
堂
本
を
借
り
て
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。

懐
徳
堂
先
賢
著
逸
書
目

一

哭

耳

開

手

記 ゜ 山

文

稿

。

抄
者
未
詳

抄
者
未
詳

抄
者
未
詳

竹
島
簑
山
先
生
手
稿

四

一
冊

二
冊

椴
綴
一
冊

一
冊

年
、
偶
節
を
探
り
て
事
戯
読
に
渉
る
も
の
を
整
頓
次
第
し
て
、
以
て
幼
學
筆
を
弄
す
る
も
の
に
示
す
云
々
と

記
し
て
あ
る
、
文
化
五
年
仲
秋
の
編
著
に
成
る
、
毎
半
葉
九
行
、
行
毎
に
十
八
字
、
凡
て
四
十
八
葉
。



懐
撫
堂
先
賢
著
述
書
目

二
函

十
六
冊

一
帖
一
峡

履
軒
先
生
の
筆
意
あ
れ
ば
或
は
共
の
門
人
か
、
草
稿
用
に
用
ひ
た
雑
記
帖
で
あ
る
、
有
不
為
齋
奮
蔵
。

五
一
懐
徳
堂
先
賢
墨
迩

内
藤
湖
南
、
西
村
碩
園
雨
先
生
共
編

右
は
大
正
元
年
八
月
東
京
隆
文
館
の
痰
行
に
係
る
、
懐
徳
堂
の
先
賢
及
び
懐
徳
堂
腸
係
諸
儒
の
墨
迩
八
十
餘

詰
並
に
印
影
を
影
印
に
附
し
、
終
に
そ
れ
人
＼
の
小
博
が
載
せ
て
あ
る
、
尚
巻
末
に
中
井
黄
裳
先
生
の
跛
が

あ
っ
て
、
日
定
の
書
編
纂
の
由
来
が
記
さ
れ
て
居
る
、
竪
一
尺
二
寸
七
分
、
横
九
寸
。

玉
―
―
懐
徳
堂
逍
書

右
は
明
治
四
十
四
年
十
月
懐
徳
堂
記
念
會
に
於
て
疲
行
し
た
も
の
で
、
懐
徳
堂
五
種
一
冊
（
別
項
第
一
、
三

一
、
三
二
、
五
六
、
六
一
翠
看
）
蘭
洲
苓
話
二
冊
、
（
別
項
一
六
登
看
）
、
勢
語
通
二
冊
、
（
別
項
一
宜
睾
看
）

莫
陰
集
五
冊
（
別
項
四
五
参
看
）
竹
山
國
字
贖
二
冊
（
別
項
五
―
―
翠
看
）
、
論
語
逢
原
四
冊
（
別
項
七
―
―
―
翠
看
）
、

以
上
六
種
十
六
冊
を
牧
め
て
あ
る
。

一
塁
懐
徳
堂
遣
書
紙
型

前
項
遺
書
の
紙
型
で
、
莫
陰
集
十
包
一
函
、
懐
徳
堂
五
種
一
包
、
蘭
洲
若
話
二
包
、
勢
語
通
四
包
、
竹
山
國

字
贖
二
包
、
論
語
逢
原
三
包
以
上
一
函
に
牧
む
。

一
立
四
懐
徳
堂
印
存

懐
徳
堂
記
念
會
編

二
冊
一
軟

是
は
明
治
四
十
四
年
懐
穂
堂
先
哲
祭
の
際
、
有
志
相
謀
り
て
、
中
井
黄
裳
先
生
保
存
に
係
る
竹
山
、
履
軒
、

四



一
癸
竹
山
先
生
載
像

是
は
莫
陰
集
に
「
題
予
寓
照
」
と
題
し
て
、
共
の
序
に
「
（
寛
政
十
年
）
戊
午
正
月
既
望
初
講
日
。
宴
醸
。
書

粛
競
作
。
澁
井
子
要
揺
書
人
藍
江
寓
予
講
坐
像
。
席
賓
迫
予
銘
之
。
不
得
僻
免
。
酔
中
援
奎
郎
書
」
と
あ
る

懐
撫
堂
先
賢
著
述
書
目

〇
附
、

一

登

懐

徳

堂

印

存

右
は
昭
和
十
四
年
三
月
住
友
の
野
内
丘
外
君
が
中
井
家
よ
り
遺
印
を
借
り
、
五
十
部
を
限
り
追
押
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
、
同
君
は
同
風
印
社
の
同
人
で
策
刻
に
巧
み
な
る
よ
り
、
題
箋
扉
等
の
文
字
、
及
び
黒
印
等
自
ら

刀
を
執
り
、
ま
た
前
記
印
存
の
足
ら
ざ
る
を
補
ひ
、
完
備
し
た
る
印
譜
と
し
た
も
の
で
、
装
釘
は
七
冊
本
と

、
、
＂

三
冊
本
と
の
二
種
あ
る
、
巻
首
に
押
せ
る
「
懐
徳
堂
」
三
字
印
は
、
散
侠
し
て
中
井
家
に
博
は
ら
な
い
も
の

｝
で
あ
る
が
、
同
君
は
書
物
に
押
捺
せ
る
印
影
よ
り
新
に
模
刻
さ
れ
た
、
而
し
て
日
定
の
書
作
製
と
共
に
他
の
自

刻
の
も
の
を
併
せ
悉
く
本
堂
に
寄
贈
さ
れ
た
、
姦
に
共
の
勢
苦
と
厚
意
と
に
到
し
、
威
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

幅
額
屏
風
器
物
類

中
井
藍
江
筆
、
竹
山
先
生
自
賛

野
内
丘
外
君
編

四

幅

蕉
園
、
碩
果
、
柚
園
、
桐
園
六
先
生
の
印
章
を
借
り
、
百
部
を
限
り
て
共
の
印
譜
を
製
し
た
も
の
で
あ
る
、

峡
内
に
黄
裳
先
生
が
附
言
と
題
し
て
、
先
賢
中
三
宅
萬
年
先
生
は
終
批
印
章
を
用
ひ
ず
、
甍
惹
、
蘭
洲
、
春

棲
蓋
し
各
々
敷
顆
あ
ら
ん
も
、
散
亡
し
て
博
は
ら
ず
、
故
に
懐
篠
堂
の
遺
印
は
竹
山
を
以
て
首
と
す
る
、
而

し
て
今
存
す
る
も
の
は
、
竹
山
の
印
章
八
十
四
顆
、
履
軒
五
十
四
顆
、
蕉
園
十
六
顆
、
碩
果
四
顆
、
柚
園
十

七
顆
、
桐
園
三
十
顆
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
居
る
、
巻
末
に
西
村
碩
園
先
生
、
及
び
黄
裳
先
生
の
跛
文
が
附
し

て
あ
る
。

三
冊
一
軟



慎
徳
堂
先
賢
著
述
書
目

一
面

の
が
帥
ち
こ
れ
で
、
先
生
六
十
九
歳
の
時
で
あ
る
、
側
面
圏
の
上
に
泉
比
坐
断
、
四
十
四
年
云
々
八
句
の
自

賛
が
手
書
せ
ら
れ
て
居
る
、
竪
四
尺
三
寸
、
横
一
尺
八
寸
五
分
、
而
し
て
此
の
講
座
像
は
も
と
並
河
寒
泉
先

生
の
許
に
在
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
何
時
の
頃
か
京
都
の
富
岡
鐵
齋
翁
の
手
に
蹄
し
た
の
を
、
大
正
十
一

1

一年

同
翁
か
ら
本
堂
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
沿
竹
山
先
生
書
像

是
は
前
記
原
書
の
書
像
を
影
印
に
附
し
た
も
の
で
、
明
治
四
十
四
年
十
月
五
日
懐
穂
堂
先
賢
記
念
祭
の
際
に
、

中
井
黄
裳
先
生
が
嘗
時
並
河
家
に
在
っ
た
同
書
像
を
百
部
影
寓
し
て
同
會
に
寄
贈
さ
れ
た
、
そ
れ
を
表
装
し

た
も
の
で
あ
る
。

是
は
前
琥
遺
物
目
中
「
三
一

0
」
に
載
す
る
所
の
文
清
先
生
遺
像
と
題
す
る
も
の
ヽ
寓
し
で
、
先
年
必
要
あ

り
て
池
田
の
書
エ
山
田
某
に
模
寓
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
免
鷹
／
子
扇
面
輻

中
井
履
軒
先
生
書

一
幅

（

粟

津

）

（

栗

栖

）

扇
面
に
「
た
か
の
こ
は
、
ま
ろ
に
た
う
ば
ら
ん
手
に
す
ゑ
て
、
あ
は
づ
の
原
の
、
く
る
す
の
わ
た
り
の
、
う

づ
ら
と
ら
せ
ん
や
、
さ
き
ん
だ
ち
ゃ
」
の
催
馬
柴
一
首
が
認
め
ら
れ
て
あ
る
、
懐
徳
堂
講
師
故
租
束
猛
君
の

寄
贈
に
係
る
。

一
窓
石
能
先
生
書
扇
面
額

一
天
履
軒
先
生
驚
像

四
四

百
Ill

一
軋 百

田

]
軋



一
六
四
履
軒
先
生
書
白
鹿
洞
掲
示
刻
拓
本
額

四
五

一
面

―-^
1
1

一
履
軒
先
生
書
白
鹿
洞
掲
示
刻
額

一
面

草
書
に
て
扇
面
に
「
江
左
風
流
」
の
四
字
を
記
す
、
右
端
下
に
「
萬
年
書
」
と
あ
り
。

芸
一
竹
山
先
生
賦
鶯
籠
詩
額

應
菅
公
命
、
賦
鶯
寵
の
題
に
て
五
言
排
律
一
首
を
書
す
、
庚
寅
（
明
和
七
年
）
春
の
筆
に
係
る
。
竪
九
寸
五

分
、
横
一
尺
六
寸
四
分
。

行
書
に
て
「
宵
出
子
藍
而
青
子
藍
、
七
十
四
翁
竹
山
居
士
書
」
と
書
す
、
竪
一
尺
一
寸
三
分
、
横
三
尺
四
寸

三
分
、
右
は
大
正
五
年
五
月
奮
懐
徳
堂
羮
友
會
員
木
積
一
路
、
大
町
安
敬
外
十
名
の
寄
附
に
係
る
。

右
は
天
明
二
年
先
生
五
十
一
歳
の
時
書
か
れ
た
も
の
で
、
一
寸
八
分
角
大
の
端
骰
な
楷
書
で
あ
る
、
原
書
は

な
い
が
、
そ
れ
を
竹
山
門
の
前
川
虚
舟
が
樫
材
に
剥
し
た
も
の
で
、
襄
に
「
天
明
二
年
壬
寅
仲
冬
積
徳
書
、

廉
舟
刻
」
と
刻
し
て
あ
る
、
竪
一
尺
三
寸
九
分
、
横
六
尺
二
寸
、
新
懐
徳
堂
重
建
の
際
、
愛
日
小
學
校
の
寄

贈
に
係
る
。

謹
巌
な
楷
書
に
て
白
鹿
洞
掲
示
が
書
い
て
あ
る
、
署
名
は
な
い
が
、
左
端
に
蕉
園
先
生
の
筆
で
、
「
右
幽
人
翁

之
書
、
蕉
園
蓉
」
と
記
さ
れ
て
居
る
、
後
年
板
木
に
上
し
た
も
の
で
あ
ら
う
、
前
川
虚
舟
の
刻
に
係
る
。
竪

一
尺
一
分
、
横
二
尺
五
寸
五
分
。

懐
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右
は
大
正
五
年
懐
徳
堂
重
建
の
際
、
講
堂
に
掲
ぐ
べ
く
門
標
と
共
に
京
都
の
山
本
覚
山
翁
に
嘱
し
て
、
共
の

門
人
某
が
前
琥
遺
書
目
第
一
五
五
の
懐
撼
堂
記
を
雙
鉤
に
取
り
、
樟
板
に
刻
し
た
も
の
で
、
故
あ
っ
て
掲
げ

て
居
10
ぬ
が
、
賞
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
、
竪
二
尺
四
寸
、
横
八
尺
゜

懐

徳

堂

門

標

石

惹

先

生

書

一

面

前
項
「
懐
徳
堂
記
」
刻
額
と
同
時
に
、
山
本
覚
山
翁
に
嘱
し
て
、
記
帖
に
掲
ぐ
る
題
字
三
字
を
取
り
、
樟
板

-
に
刻
し
て
貰
っ
た
、
所
が
是
は
惜
し
い
か
な
大
正
八
年
頃
盗
難
に
罹
っ
た
、
為
に
共
の
後
西
野
田
職
工
學
校

に
委
嘱
し
て
刻
し
て
貰
っ
た
、
現
在
の
も
の
郎
ち
是
れ
で
あ
る
、
竪
四
尺
六
寸
、
幅
一
尺
二
分
。

石

症

蘭

洲

二

先

生

張

交

屏

風

四

曲

半

雙

此
の
屏
風
に
は
石
惹
蘭
洲
雨
先
生
の
遺
墨
を
集
め
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
雨
先
生
の
遺
文
を
拾
輯
す
る

事
が
出
来
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
、
石
惹
先
生
の
書
は
別
項
所
載
「
紫
煙
帖
」
（
暦
詩
絶
句
十
九
首
）
の
原
書

六
枚
が
入
っ
て
居
る
外
、
南
洲
逢
騒
客
七
絶
、
客
中
上
巳
看
桃
花
店
七
絶
一
、
天
下
名
山
云
々
の
文
一
、
「
冽

奄
」
「
甍
惹
」
「
既
翁
」
と
大
書
せ
る
扇
面
三
紙
、
唐
詩
を
細
書
せ
る
扇
面
一
、
草
書
に
て
詩
句
を
書
せ
る
も

の
五
、
行
書
の
も
の
五
、
楷
書
の
も
の
一
、
中
井
梵
惹
、
同
常
惹
宛
の
書
束
（
竪
五
寸
二
分
、
横
二
尺
三
分
）

中
井
玄
端
宛
の
害
束
（
竪
九
寸
三
分
、
横
一
尺
四
寸
四
分
）
各
一
通
、
共
に
計
二
十
六
紙
を
牧
む
。

次
に
蘭
洲
先
生
の
も
の
は
寛
延
二
年
作
る
所
の
題
跛
一
、
（
竪
九
寸
、
横
一
尺
一
寸
五
分
）
奉
呈
節
齋
橋
書
一

（
竪
八
寸
三
分
、
横
二
尺
九
寸
八
分
）
畏
説
一
（
竪
六
寸
八
分
、
横
六
寸
五
分
）
和
歌
二
紙
、
墨
竹
園
（
竹
山
識

語
）
扇
面
一
、
唐
詩
を
書
せ
る
も
の
（
何
れ
も
二
寸
角
大
の
行
書
）
十
二
紙
、
以
上
十
八
紙
を
貼
し
て
あ
る
。
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右
の
一
曲
は
、
竹
山
先
生
の
書
「
文
章
道
之
硝
翼
」
（
竪
三
尺
五
寸
五
分
、
横
六
寸
）
扇
面
に
記
せ
る
「
雨
中

漁
父
圏
」
と
題
す
る
七
絶
、
己
酉
春
拝
謁
大
執
政
源
公
席
上
作
七
絶
（
竪
六
寸
、
横
四
寸
）
及
び
梵
惹
先
生

の
書
「
築
山
」
（
竪
六
寸
八
分
、
横
一
尺
六
寸
八
分
）
蕉
園
先
生
の
弟
碩
果
に
典
ふ
る
書
贖
（
竪
四
寸
八
分
、

横
一
尺
六
寸
八
分
）
無
枚
畏
云
々
の
互
絶
、
（
竪
六
寸
、
横
四
寸
）
及
び
舟
行
雑
詠
と
題
す
る
五
絶
十
三
首
（
竪

九
寸
六
分
、
横
一
尺
―
―
寸
一
分
、
驚
エ
竹
堂
（
名
は
紀
寧
、
氏
未
詳
）
の
筆
に
係
る
蕉
梢
落
月
の
岡
（
竪
―
―
尺
'

八
寸
、
横
九
寸
―
―
分
）
の
八
枚
を
貼
し
て
あ
る
、
左
の
一
曲
は
履
軒
先
生
の
墨
竹
の
岡
並
に
贅
（
竪
四
尺
二

寸
五
分
、
横
四
寸
九
分
）
及
び
日
々
江
上
磯
云
々
の
五
絶
―
―
首
（
堅
一
尺
四
寸
七
分
、
横
五
寸
三
分
）
及
び
行

・
悪
之
人
如
磨
刀
之
石
云
々
の
書
（
竪
九
寸
一
分
、
横
一
尺
一
寸
三
分
）
催
馬
築
一
章
を
記
せ
る
扇
面
の
書
、

竹
山
先
生
の
君
恩
已
盪
欲
何
蹄
云
々
の
七
絶
（
竪
一
尺
一
寸
四
分
、
横
一
尺
六
寸
七
分
）
及
び
安
逹
明
府
に

典
ふ
る
書
束
一
通
（
竪
五
寸
、
横
二
尺
三
寸
五
分
）
梵
惹
先
生
の
酒
井
貞
裁
に
典
ふ
る
書
束
一
通
（
竪
五
寸

二
分
、
横
一
尺
五
寸
八
分
）
蕉
園
先
生
の
養
病
子
常
安
含
、
簡
壽
王
平
君
と
題
す
る
七
絶
一
首
（
竪
五
寸
六

分
、
横
九
寸
一
分
）
以
上
八
枚
が
貼
ら
れ
て
居
る
。

一
六
九
懐
徳
堂
鍍
板
方
纏

右
は
懐
猿
堂
考
定
中
庸
（
遺
書
目
録
第
一
九
、
第
二
ご
参
看
）
及
び
懐
徳
堂
記
（
同
第
一
五
五
、
第
一
五
六

参
看
）
の
板
木
四
枚
を
四
方
に
用
ひ
て
造
っ
た
方
一
尺
三
寸
六
分
、
高
さ
九
寸
七
分
の
火
櫨
で
、
も
と
大
阪

花
屋
旅
館
に
在
っ
た
か
、
花
屋
産
を
失
し
て
昭
和
十
年
日
本
生
命
保
険
會
社
の
手
に
蹄
し
た
、
そ
れ
を
先
年

共
の
會
社
よ
り
本
堂
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
中
井
黄
裳
先
生
は
之
を
納
め
た
箱
の
葉
上
に
識
語
を
書

懐
篠
堂
先
賢
著
述
書
目
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以
上
共
計
一
百
六
十
九
貼

か
れ
て
、
何
物
の
俗
漢
か
聖
賢
の
語
を
毀
ち
、
猥
に
家
具
と
な
す
と
慨
か
れ
て
居
る
、
尚
定
本
の
板
木
は
履

軒
先
生
の
書
で
二
十
一
刻
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
是
は
一
は
表
襄
に
中
庸
定
本
の
四
字
を
大
書
し
た
も

の
、
一
は
第
十
五
章
と
第
十
七
章
と
を
書
い
た
も
の
と
の
二
枚
の
み
、
他
の
二
枚
は
享
和
元
年
秋
竹
山
先
生

の
書
を
表
裏
に
刻
し
た
懐
徽
堂
記
で
あ
る
。

懐
襖
堂
先
賢
著
述
書
目
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